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HEFT 4E 19 FA 28 BBE SCH AL AR A Wh Pe he ee EH ee PIE FO VE 
CHE So FYI HAS) PRO Hy, SUF PAC he 5 = ESR EO 東北 
ie ABN A 35 A DS BSE I TERR UC, 大 正 12 4F 3 月 優秀 な る 
成績 を も つて 卒業 され , KC HE APRN BME IE AE LG B © CBE, IS 
Fil 2 4B 12 Ae OC YEA SLRS Far 3 20, WD EO WT SE = oud L 
C4 ABI 9 © 

PLA VENG BS UCB, ANCES SP UMHES CARE, MAB CT B 
RL OPN 25 BSA CBRE DIL, その SAA BAG CAEIS IRAE Oe 
UTPES OK ORs 

Prd TREE k O 特に 物理 阜 に 長 じ , KENCHEAT BX COR Ee 
Ly Bil (= ERR BE SATE SES hh SPALL UT TEER I 4 9 * ev b OPS Se 
VFFEC GEO, REBALIS T DD AEN RIFE Be Sb, BIA 
の 最も 得意 と せら れ し ひし 方 面 な り 。 

OVE O IGA OFF RR 7h SHEN IL WK TEBOW AL Gar LA, や 

THIHIZOR SHEL UTAH SHAKE ALOHO し な らむ 

に , Kap 21ST AIS File OT BABA こせ ら る 。 KREWE 


て 痛恨 何 に か 賀 へ む 。 MHA T HARE BT 6 
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HME — BAB OMS Hav CBRE し て 逝か れ ま LEBRABR ORY 
Se IS EN eR CSV ESS MAA MOEA My > ERR ICES 
し 理 々 と 共に 基 研 究 に 従事 きれ ま LEM, 其 結 果 の 一 部 分 を 病床 BOT 
な ほ 考 察 さ れ て , と この —MRIZNEOGCHV EF, この WA LAMA tr 
て 居 つ た 営 詩 の 君 の 心持ち は 小生 に あて た 手紙 で 明か で あり ます か ら 和 私信 
で は ある が , 夢 に 洋 へ た いと 履 ひ ます 。 Kame 雑誌 に 掲げ る 様 に 色々 整 
MoOFMeE LOpeODsEBHABSACHS Vet. WHA MHA LK 
By > EY y DBE OWE ICE LER OA CHV ES > RGAE WIC 
BG OIL — OIA SIDILA RBS CHV ES, CET D 


ASI ICHAY SABES Y MSHI CHTIC SEM 


aye te ic (AACR TR % RRB わた らち せら れ 大 慶 至 極 に 存じ 泰 り ます 。 降 
つて 小生 儀 御座 様 に て 経過 順調 層 々 た り リ と は い へ 日 々 回 復 の 綴 路 を 辿っ つて 居り ます 


事 他 事 征 ら 御 休 心 願 ひ 上 げ ま す 。 
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5th Fl dct G0 EE AE AS FEL, IS AE AS Oi > GR RRR I< O & F< SA UE し た 上 , eo 
BE lt O30 RBG IC LY GYRO RAR te BEI SB Et, 誠に た つ 
RODE Da Bh Eww ETO CEN~UUCHS Cis HBV EtOH I, HEA 
US FG AE NS UE AFD “CSE EU, “DEAR IC IC, AO CIID & MBB 
LO \ GH & GALERIE LCR UE LIES 

FRI 7 BPA HR ES HY D a GEIS BE CHE Au — BE — of LE REE EO A #IC 
その まい BHCRBVUMLCLEOE LED G, BME Te CORA 度 存じ ま 
す 。& 本 年 初 に 御手 許 に まで 差出 し ま し た 計算 結果 に は 光石 流 表 面 の radiation を 少 
應 に 入れ て 居り ませ ん で し た の で 更 % て 基 の factor & Ai CRERS MECH Y + 
し た 鹿 傘 病 , 計算 は 相 営 面倒 で 時 間 を 要 し ます の で , 残念 征 ら 今後 営 分 は 到 謝 出来 か 
ね る か と 存じ ます 。 計算 の 最初 の 目的 は 唯 浮 石 流 表面 近く < の RIBBED mic ik る 冷却 
の 将 湯 を 計算 し て 筑 際 測定 の 温度 と 農 比 し て みた いと いふ の で 御座 いま し た が Zl 
PREP Oe AE OBIE Y ESD given factors w Beil a¥ge DERE IC (LB & 
PAO CES CLEOPR SRB EU CABS CRO BIS 申し か ね る か と 存じ ます 。 併 
し 年 5 ら 目的 を 更に 進め て , 逆 に さか の ぼ つ て 浮 石 流 噴出 営 時 の 温度 の 企 定 を な し , 叉 
測定 の 及ば ぬ 浮 石 流 内 部 導 に その 下 の 地 選 内 部 の 熱 分 布 の 時 間 的 細 化 を seas まだ 
結果 に は 此 の 得度 の 精 宙 さ で も 小生 に と り リ ま し て 相 営 面白 く 思 は れ た も の も ゃ ありま 
LERICRZ ES. CHIIPAE LGD WH ORME MECHA TLR AS SHE IK, 浮 石 流 
OMAP ik Le BRA] > initial temperature の 丁度 二分 の 一 の 温度 と な り リ , 病 る 相 営 
長期 間 四 ヶ月 乃至 人 ヶ月 ( 賞 際 の 計算 結果 の 敷 値 は 忘却 致し まし た が ) BIE % MLO 
過度 を 保つ 事 , 従っ つて 今後 の 噴出 の 場合 , Bro in き 部 分 の 温度 を 或 る 期間 内 に 何等 か 
の 工夫 を 以 て 測定 す れ ば 基 の initial temperature を 相 営 正確 に 知 リ り 得 べき 事 , 或 は 大 
帳 一 年 乃至 二 年 CE OER SE LV BAI Ra € LE) 後に は 浮 石 流 よ りゃ も その 下 
の 地層 の 方 が 温度 ボボ 高く な る 事 等 で 御座 いま +o # LS radiation factor LARCH 
BRLE Leb, A~IPAOWs7A~A* Bis £7 A~t7 At, 叉 一 年 一 年 は 
一 年 ニ ヶ 月 一 年 十 ヶ 月 と いふ 風 に 猫 ほ 一 歩 寛 際 の 敷 値 に 近づく 事 で 御 康 いま せら 
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昨年 (1929 年 )6 A 17 日 砲 ヶ 高 爆 克 に 際 し 噴出 し た る 浮 石 流 は 其 の 後 時 
Aka し て 猫 ほ 願 る 高温 を 保持 せる 事 は 定 地 測定 結果 の 示す 慮 な 0。 此 
の 高温 は 塞 な る 保温 に 依る 他 , (CSA VEIA, TEE AEA O BOE BR 
狼 せ られ 居る 如く 思 は る ゝ も , 信 こ ゝ に は と 等 一 切 の 助成 作用 を 度 外 軍 し, 
載 な る 保温 に の みよ ら ば 如何 な る 結果 に な る べき か を 熱 依 導 の 理論 よめ 参 
Bok TS, MAMOMMBIUG S Fourier O— HARK LKOMS 4 O 
な り 。 


NO OE 0 
et ay? + 9z2 EC iss (1) 


9g 2 _2 
staf ic 2 =n? 99 


x YC OR BO IRE, t OSTA, h? it ASO) diffusivity (ayy thermometric 
conductivity) を 表 は す も の な り 。 MULT AKOMSHBAODLOKY), 


k は thermal conductivity, c は specific heat. p は density な め 。 
一 般 の 熱 俺 導 に 開 す る 問題 は 移 つ 上 式 (1) を 満足 すべ きも の に し て , hor 
策 浮 石 流 の 冷却 の 場合 も 勿論 然 々 な り 。 然 る に 浮 石 流 冷 却 の 場合 に は その 
HE SICA UT MRD RAE S BH, heat の flow は linear t WM LHS eV. 
て その 方 向 を x-direction と すれ ば (1) 式 は one dimension の も の と な り 


AR BIN So 


40 _)? ao PPR Jace eres eRe (3) 

gt 9 x2 
今 淫 石 流 に 被 は れ た 地面 も 可 な め の 深 き 迄 拓 張 古い 浮 石 質 の も の な り と せ 
ば , WE OA MED 5 x DIED FNL OA MIRE HED24, hi し て 浮 石 表面 を 
yz 下面 と すれ ば yz 生 面 に て 堺 せ られ た る semi-infinite solid の 問題 と し て 


取扱 ひ 得 べし 。 こ の yz Pst constant temperature に 係 た れ , solid budy 
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DAH OSMOWEIL initial time (BU THA FHeROKL HSK 
boundary conditions Cb th initial ard surface conditions) を 

d=o at x th { 

pHi) © when t—0) 
& UT (3) KOM solution BRT RUL A ZT O o 
こ = の 中 9=0 at x=0 2£3248urface condition (= jt O it O'°C に 非 ず 
し て , COGRO PY Aim te 5 we DME OW 2H 5 ASS bE ORS db, HF 
AE O BURSENCHS Ck BIL EO HED fll t 76S & Ol UT, boundary O)iin. 
HED OC %O LBABREC CHS Sirti SHR, 後に と を temperature 
scale の simple shifting に より 任意 の 他 の constant temperature OH (= 
A Sy \HHIR LG 6 2UT EP ATHOMRO BD < TS6OKYV o 

か くる conditions PH~ Bert SBS, F urier’s integral HO CAS 

BRK (3) eR HiRA BORA BIT 2 PRC ILI S BS REIT, 
CCl COT AM UTI IF CO solution を 記す べし 。 

1 % Cx/ーx)2 Gx +x? 

= eee f(x’) ‘ 4h2t RA 

CORT x lk BAC variable of integration を 表 は す もの に し て 熱 依 尊 
の 間 題 に て 常に 用 ひら る ヽ ゝ も の な り め り 。(x* は 環 通 body PO RRO Re Hit 
す が 硫 に \ を 用 ひ て x と 選別 する な め 2。) 
RRB NF EK (5) に 


1) H. S. Carslaw, The conduction of heat, Dp: oo. 
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な る 値 を 代 置 する と き は 


2h Nt 


1 w ae 
fe aH Wt +x) € 4 d3 


Ae 2 par 
= xt 2h Nt—x) e dN (7) 
2h Mt 


integral の limits の 定め 方 に 就き て は x= 0 BU x’=0 HRS BB 
及び DORA ONGLRAT SS SOUT, X= ec な る と き は , 6 も も 
共に ぷと な る も , メー0 な る と き は B= ERO =a pe と な る 事 
は (6 う 式 より 直ちに 明 な り 。 されど definite integral に 於 て は その 値 は 
limits の function に し て variable of integration の 夫 に 非 ず , 従 つて 
variable of integration PHR~S 6 BRE <, (TD) KIL RKOM$ FIA 


得 べ し 。 


aes [ta {tte ap 
|) Ne 
ng = =p2 - ; 
a) +x f(2h nt —xje dG (8) 
hy t 


( 之 が 求む る な solutioABA ZILHEO (3) KKMETS 3 EOC UT, 
x=0 な る と き は 2 つの integrals (tH UC HOWRRHLKARUT 
condition 9=0Oat x=0 に か な ひ , 叉 t=0 な る と き は 第 2 の integral は 
「 を な り て 消失 し 

ies) 


1 reo) 
a= fx) — | > dg=f(x) 


Ct 


2 te Hk cndition 9=f(x) when t=0 AMES SDRC Oo) 
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RIPE RRORBOWS # BIC condition に 適用 し , (8) 式 を -- 麻 spe- 
cialize すべ し らし 。 

CARROMM AK US ARICAEBRE ROMER DAB -RZE O 
RU LBN 6, MM UC CORMRU lh 相 富 に 速 に 気温 に 近く 冷却 せる も の 
な る さけ れ ば は , FHL body 全般 の initial temperature が 9。 に し て , MER 
面 の み が 0 な り と せ ば f(x) 【=fC2 gh t+x) or f (C2:h Jt —x)) は 
0 tz 


~o z * © ‘ 
0。 | =p —R2 


Ae Pay) oa a dh A (9) 


然 る 々 に 和 際 に は 0. な る 温度 の 或 る 々 厚 さ の pumice flow が 地表 を 被 ふ た る 
4 Dik flow の 厚 さ を 7Z と すれ ば boundary conditions は 次 の 如く な る 。 
0=0 at x=0 


0=f(x)=0o where SN eels fae reas oe (10) 


wen t=0 
6=f£(x)=0 where r=l~ a 


上 の conditions に 於 て boundary surface 並び に 山 般 即ち x=l!~ ee の 
body の initial temperature (£#flt O°C に は 非 ず し て , 常温 uwC と な すべ 
きも , 0。 2 &BEO® pumice flow の initial temperature よめ 常温 丈 低 きも 
の と な し 置き , HiwWcOM < Hix simple shifting of temperature scale を を 行 
へ ば 可 な り 。 依 つて fF (x) の discontinuity Mix (9) 式 の 各 lintegral は 
(10) の conditions PMET SRL 2 つ に 分 ち て 書き 直す 事 を 要 す 。 


引 109 Be i te 7B 8307) 

この integral limits a RU b を 定 む る 場合 に ,x 並 に も は integral の 各 
particular evaluation (<#}UC constant に UT, initial temperature 
condition (LAPRit integration の variable x’ の function 2 SHG 
さき さる, 即ち 0。 =f(x), Hic limitsa 及び bik x=] (MESS IR fp! 
の 値 を ょ る べき も の に し て 


l—x _ 14x 
COS gee, oes 
l-x 
ahy t 2 5) 
if ae | oP ag+ {° eg 
v 7 —% SS 
any t 2h Mt 
14+x 
-(} oF dg+ j a) 
x 1+x 
an ant 


LCOKOABES 258 t 408 2 ik initial temperature が 0 な Stk (A, =0 
BZEOMII Ds SL RSH vanish F<, HOT EK IKOM < % 


4 Do 
( px _}x 
2 vt ahh t 
nah | CR a com (11) 
4 7 |: = ¢ Xx 
any t aby t 


LERBAGAIO PH PRET SSR SKI UT, h, Oo に 夫々 適 
BORPH~T xt, 9 の 間 の 開 係 を 計算 且つ 園 示 する 事 と すべ し 。 然 ヵ 々 に 
eA の indefinite integral を 求む る は 不可 能 の 事 に 属す る を 以 て 次 際 
(clk2Z% probability integral の 形 に 直し , そ の 表 CWellisch ; Theorie 

und Praxis der Ausgleichsrechnung Bd. L p. 257) を 利用 せ ぎ る だ べから 


ず are 3 は even function 7 Ak 
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Ne 
where @w=7> | 6 d3 
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J eh * dp | e- 87 dg 
site 0 
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u KN 
6 to | fans “Paps [a Bag 
Nm 0 0 
LEX aint 3 
=) cord + [ue 8 A 
0 @ 
| 9 I—x 9 7 
1 any t RB Qn t 
=@,| = メー dp —---—= 
ala : 
2 B2 } 
4+ — a dp Noe Te Os Ets GeO 
Tale 
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eat oat Gor Bees dey They ae 
12’ 


AIL Oh, 0。 及び 1 に 如何 な る 値 を 奥 ふ べき か を 参 察 吟味 する に , 


h? :— (PRD h” Oi 2 BMC RD tz S } OPEliterature 中 
に 殆 ん ど 全 く な さく, 従 つ て こ ゝ に 控 用 し 得 べ き 適 営 な る 値 を 見 出し 得 ず 。 寅 
は 最も 望ま し き は 胸 ヶ 岳 の 淫 石 其 の も の に 就き 富 験 的 に 求め た る "を 用 
ふる 事 な る が , 今 さき し 管 り て の 場合 に 間 に 合 は ざる を 以 て , BULBS 。 の 
値 を 害 測 し , Lk 及び < は 従来 求め られ た る 値 の 中 適宜 選 揮 を な し て , 算出 
し た る hb* の 値 を 探 用 する 事 と せり 。 PRLES Zk RU c Ol LFA 


機 成 せる glass の 性 質 並 に その porosity 等 に より , 一 々 相 異 る も の に し て , 


c Ur Dap 
Les 
- 
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MAR D 6 Arte Bil &BWWE 6 EOT Le 

第 一 に (OWE 6H (HIP, 尾 白 内 等 諸 方 面 の SARAHB 
つき apparent density を 測定 し た る 結果 , ZH O PH ILH 0.9 & 29, 
され ど 浮 石 流 と LTO, 更に と は 異な る べき に より の , PRY DEBE 
Wf (CRS pumice gravel と し て の apparent density を 測定 し た る に 約 
0.45 の 値 を 得 た る も , RRR ZI ash ERO ZEOVLS KE DMR 
、 る 事 が 適切 て Bitar, 叉 採用 すべ き 下 記 の k の 値 と の 開 係 も あり , こ ゝ に て 
は 0.6 と する 事 と せり 。 

Ri k (kG H. Grober, W. Nusselt, O. Knoblauch 穫 の 測定 結果 あ 
Bb, 2» (Clk Hencky 氏 の 値 を 選べ 0 。 (International Critical Table, 
Vol. II, p. 313, or quoted by Herter; American Society of Refragerating 
Engineers Journal, Vol. 10. p. 256, 1924) 之 に は bluk density 0.6 gm/cm3 
の pumice gravel に 就き て の k at 20°C の 値 と し て 

1.86 x 107° x 0.239( = 0.00044454) in C. G. S. unit 
72 BI~ JE 209 6 

叉 c も k と 同じ sample に 就き て の 同じ 測定 者 の も の を 用 ふれ ば 可 な る 
も KAT, 従来 の 害 測 値 極め て 少く , こ ゝ に は A. S. Herrschel u. G. A. 
Lebour の 値 0.24 を 控 用 する 事 と せめ 。 

KOT LHOWLUT h" を 求む る と き は 次 の 如 し 。 


Bee lk 1.86 x 10-3 x 0.239 
= = =0. t L 
cp 0.24 x 0.6 Be 


zit C. G. S. unit THA CHEZ LORAYRROMEMEOLRS 
と 相 應 する unit の も の に 直す に は hb" の dimension YY TKK E So 


0 
= a 


こ ゝ に 二 は 時 間 , し は 長 さ の dimension を 表 は す も の と す 。 然 る ちと き は 


h 
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h? =0.0268 in meter day unit 
= 9.7763 in meter year unit 

9. :— ZALE A Tie DE ea LIA BCS 6 tuts IGE OTR rs 
Do WEBZICMKiUE LRABOT CAAOLS る 温度 は 約 900°C 内 外 に し 
て 火 呈 を 離 る 、 とき は 之 よ 6 は 高温 の も の た り し な る べべ けれど , FAD 
静止 形成 せら れ た る 後 は 直後 と 肛 も を 90 の C 以下 な り LEANL HUES 
6,12 900°C よめ 著 し く 低 温 な り と は 思 は れず 。 

叉 坪井 津屋 十 氏 の 報 文 中 に は 浮 石 岩 居 の 酸化 短 態 より 噴出 党 時 の 温度 を 
推定 する に , 730°C より 高き も , 之 より も 其 だ し く 高 温 に は 非 ぐ る べし と 礼 
きれ た りり め 。 (ALKOMACALCERA RT NS BZO 理由 あめ て , BR 
叶 出 富 時 の 温度 を 直ちに 推定 する は 容 易 な ら ず 。 

猫 ほ 後に 浮 石 流 の 温度 管 測 の 結果 を 用 ひ 12) 式 に 依り Oo を 求む る 所 存 
な る も 暫く は 0。 (= BRR 2 BLS. ARIS UIC, 温度 は 0。 に 0~1 BHU 
る も の を 以 て 表 は し 計算 を 行 ふ 事 と すべ し 。 

he PRROPMAOE 3 LRA (Ik BH 6 UG 6 /IERE 
is Oi 2 ft 6 BEE 7s OA? Be BWR YY Ott oI AMI ACO 
FLEE § KOMEN 2 SDE Lo 試み に 先 づ 10m 内 外 の fii HL 
ふる ふる 事 と すべ し 。 

以上 の 見 地 よ り 最 初 に 次 の given values に 依り て 計算 を 行 ひ た る 結果 
第 一 表 の 如き 敷 値 を 得 た め 。 

h” =0.0268 in meter day unit=9.7763 in meter year unit _ 
h=0.164 in meter day unit=3.127 in meter year unit 
0。 , 1=10m 
t=9, 53, 151 days, 1,2,3 years 
x=0.5, 0.7, 1, 15, 2, 3, 4, 6, 8 9, 10, 12, 14m 
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こ ヽ に じ の given values 9,53, 151 days 3% 58 1, $2, 8 3 MI AEHWB 
度 測定 期日 間 の 中 央 の 日 (即ち 年 均 日 ) を と 0 め し も の な のり の 。 


第 = R 
SSX t | | 
NS 9 days | 53 days|151 days 1 year |2 years| 8 years | 
x eae | 
0.5m.| 0-5286 | 0-2326 | 0-1340,| 0-0838 | 0.0440 | 0-0290 | 
OT Rilo setaen Ea ” ORG 4 NE vee Te Pe seeans 99/2 5] aa eres ” 
1» | 0-851» | 0-447» | 0.273» | 0-164» | 0-091» | 0.058» 
1-5» O-968" ec. c=: a dee Coors cole honemricicse DATA Peters ” 
2 » | 0.996» | 0-765» | 0-515” | 0-317» | 0-178» | 0-115» | 
3a) 0-999» |  ...-s- Oey Meena DoH exiles ea ee ” 
By Mavis ai » | 0.982» | 0-821» | 0-548" | 0.321» | 0.216” 
6 7 ーー » | 0-991” | 0-883» | 0-643” | 0-406» | 0-285» 
Bn ie » | 0-882" | 0-754» | 0-604» | 0.426» | 0.316» 
Oa » | 0.723» | 0.635" | 0-547» | 0.414» | 0318» 
10 » | 0.500” | 0-500” | 0-500» | 0-476» | 0-391» | 0.312» 
12 » | 0-002» | 0-117” | 0-242» | 0-319» | 0.320» | 0282» 
14.» | wee » | 0-009» | 0-080" | 0-181” | 0-236" | 0-233» 


(Haas El < HAE t ORB % 76H given values (“¥FSx tO LOMO, 
並 に x の 種々 な る given values (“HT At と LOMOMAR RAS! bd 
の あめ LE, ©» IAM OQ) 

4 (12) 式 の integral limits の x, t, 1 OMIOB RSLS Io 


1 上 +x nl+nx ‘ V+x’ 
Shoot IDT net 2h at 


ge ay 


と な る を 以 て , GICRD te 3 |]— curves % n 倍 の 厚 さ の flow (3H NT 3 he 
に は t を n2 倍 , x を hn 僅 の も の と すれ ば 可 な め 。 例 へ ば l=5m の 場合 に 
kat 1=10m の 場合 を 適用 する 和 候 に は n= と 置く べき に て , HOT 
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x 
RI IOMS x ROt ORS 
= 10m: 0-8: 0.7, J, 


x 
li= 5m: 0.25, 0.35, 0.5, 0-75, 1, 1.5, 2, 3, 4, 45, 


24, 3 
[|= Sm: 2258, 1325H, 87-758, {ode U825H {07375 nH 


[l=10m: 98; 53h 15h8, 1, 


t 


第 — fa 


Temperature depth curves calculated. 


Average depth of pumice flow 5m. Time given. 


CHxRAB) 


TEMPERATURE IN @. 
& ; 


to 


2 3 4 
DEPTH IN METERS 


各 曲 線 の time は 第 二 表 に ある が 如く 夫々 2-25 days, 
13.25 days, 37.75 days, 1/4 years, 1/2 years, 3,4 
years, 1 years, 2 years, 3 years. な り 。 2 


"= ラー ピーー と すれ は ば, 前 の 計算 の 結果 を その まい 使用 する 事 を 得 べ し 。 


1.5, 2, 3, 00 


RO TA 


を 用 ひ て , Bo 
RPEKV. 8 
tL ZO tO 
値 は 皆 一 年 以内 
の も の と な る が 
Micli=H=l 23 
年 に 相 党 する も 
の は 別に 前 と 同 
様 の 計算 を 行 
〇 ⑦ 先 得 だ る 温度 
敷 値 を 同 表 中 に 
UBC Oo HHS 
第 一 園 及 び 第 ご 
賠 は 夫々 t の 


given values に 


BITSx LO & OROMMG, IK x O given values に 詩 す る t と の ORD 


開 係 を 園 示 せる も の な のり め 。 


こ ゝ に 於 て 此 等 の 計算 値 を 害 測 値 と 謀 照 せ む が 和久 め に , PML ae, 
FOR 4 tk SAM EMR MAES Ik, 第 三 表 の ML. we 


ave Sys ot AY eS RRR 
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OA MMLOPLABKOMA DHL, idl & METEOR 
ss ELEN T, COMMAMY LE OO. ZAOMMCMUS 種々 な る 深 
SOMBRE e CUE BORO MM < So COMBE, 噴出 後 の KG BB 


第 = = 
pe 225 days 13-25 days | 97-75 days at os ave 
0-25 m 0-528 6 0-232 6 0-134 6 0-083 9 
Sa We re. DPA ene To wniatawie ” OFEGA Ge Rt ” 

; 0.5 » 0-851 » 0-447 » 0-273 » 0. 64 » 
0-75» GR Ee erie os Od DE » 
iby EL 0-996 » 0-765 » 0-515 » 0-317 » 
15» RI ce Tbs Aleut Soe eT ” 
OL POC aS ”» 0-982 » 0-821 » 0-548 » 
3 EC ”» 0-991 » 0-883 » 0-643 » 
NT Ts ” 0-882 » 0-754 » 0-604 » 
4.5 » » 0.723 » 0-635 » 0.547 » 
5 0-500 » 0-500 » 0-500 » 0-476 » 
6 » 0-002 » 0-117 » 0.242 » 0-319 » 
Fiat inter ots a ” 0-009 » 0-080 » 0-181 » 

t 
OSA | eben Uber] ras [aa | 9 years 
| 0-25m | 0.0440, | 0-0290, | …… Ge We weet Oda tas 0, 
0.35” ON Sian a esc eS aA Tas ” 
0-5 » 0-091 » 0-058" | 0-042» 0-016” 0.008» 
I ecanne Can CM ire (Dade, err mer OND oR ea, gen Pe ” 
fee 2? 0-178 » 0-115 » 0-084 » 0-034" | 0-019» 
1-5 CC ” LM aaa Fe A nS Sneee i |e ere ” 


By 0-236 » 0-233 » 0-216 » 0-139" | 0-095» 


と し て は , 各回 測定 期間 の 中 央 の 日 を 探り , 場所 は 噴火 口 附近 等 は 除き , 各 
方 面 淫 右 流 一 般 の 所 即ち P % DEGRA T AVDA MAS SRO & BGR 
Oo 叉 丁度 所要 の 深 さ の 次 測 値 の 欠け た る も の は BURBS, ARI 
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第 = よめ て 求め た る 値 を 
Temperature-time curves calculated, 3 See 
Average depth of pumice flow 5m. FAO, SbF (a よる も 
eee | の は 第 1 回 測定 表 中 
(第 二 表 参照) . 


の 3 つの fi 2 RUT 
ECR OS SRL 
せり 9。 PORK LOH 
SHE OBE & fa] UX x 
と の と の 間 の 開 係 Ct 
は given) 並 に 上 と ょ 0 と ¢ 

の 間 の 開 係 (x は given) 
lala Silk, 夫々 第 
参 園 並 に BOO 如 

400 く な れ 06 

MRO RIC 以上 の 
at Shak t= 視 測 結果 を 


TEMPERATURE IN 6。 


f 100 200 300 
TIME IN DAYS 


SHA BRIC te 3 BOR It 深き を 米 に CAF, 


KOM < KATHE S, 
Cal. I PAROM SENS 1% 10m ょ な し た る 場合 の 計算 結果 
第 一 表 参 照 。 i 
Cal I PROM SBD le 5m と な し た る 場合 の 計算 結果 
第 二 表 , 第 一 , 第 二 園 参照 。 
Obs. AMR 
第 三 , 第 四 表 、 第 四 , 第 五 園 参照 。 
Cal.I % Cal. Il 4 4&\= surface temperature 253) % 7S Hy5a 78 DP O°C 2 1B 
EL COMPARE Bb, CEULODAN ¢ ep Id, CUGRRORES 2 BAF 
OFF O RSA id Onc と な すべ き に て て, 計 墓 結果 に temperature scale の 


ae ae 


ig 117 ; a Rm, KX 本 91015) 


simple shifting を 行 ひ , GAOMT OWMOUWL I Onn INS HE 
OTB, =, =KROUGECRT & OC OAR Oar OKIUKY 62,2 
(FPO, 各 温 度 線 が 何れ も Gace 丈 高 く な る べき な a Oar は 正負 


第 = Ed 
im BR WW ff 
湿度 ( う は interpolation 71x extrapolation た に より て 求め た る る も De- 


6 月 25 
第 一 回 測 窪 (一 回 目 ) 86 Rosy 
RTA 2 日 
| A 赤 井 川 方 it 
peer |. a a P. 5 S. 13 S 
_ mez | 3 9 S. 5 
| Actin CLC GIT CTO EE ee 
| 35 340 S40 420°C 450°C 
30 (307): |. EM MiGee = (od sees eee 
25 DEC ee OE ss 350 345 
| 20 (228) (205) S00 ae Reig a5 
15 185 160 ch ete 260 275 
10 145 130 180 205 230 
5 105 | 90 130 150 150 
0 40 55 45 55 45 
a 23 22 20 22 20 
測定 期日 6.25 6-25 625 <|- - 6-95 6:25 
噴出 後日 敷 8 8 | 8 3 
| A Ui 2 Pe ae ee 火 Mt GE 
al | 
é P. 8 RRO SS ST LA | Pisce | S540 SN 
YR 
40cm 360°C | 400°C; 510 C| 480°C} 95°C 280 °C 
835 (330) 1a heer occotes a ia cor cor ssa |S STOOE HOOT Galea. 
30 300 325 400 ee peter | 555 230 
25 CBEB) | C295) Se | see | ages BBO e2 rere 
20 225 265 480 390 70 | 53 200 
15 Cem eA lbh slo eed ome ees ATO ee 
10 150 165 390 DI Neer 395 140 
| 5 110 115 410 HOO Pol ecaawnt 220 
0 55 65 250 70 35 | 110 80 
| fh 27 28 30 30 22> | 287 23 
測定 期日 6.26 6:26 6-26 6-26 6:27 | 6:27 6.27 
| met HH AB 9 9 9 10 。 10 10 


aR 


= # 


温 度 a ea > 
1929 8 6 月 25 日 


第 一 回 測定 (一 回 目 う 至 6 月 28 日 
RTA 2 日 
原 A Ww 砂 原 イ ラ 
s.10 | P15 | P.16 | P.17 
340°C |... 88°C /122°C 
D8 EE semis al eaews 102 
前 73 |87 
125 |145C|5 72 
TOO) os esas eee eee 
PP ibe te 35 40 
We eee 28 27 
628 | 6.29 7.2 
i | 12 15 
= Z CBD 
a 7 
第 一 回 測 定 て 二 回 目 ) 1929 ATO o 
MN A EBRAWA AW 
$13 | S.5 | Ps |P.9 
415°C | 340°C | 291°C |312°C 
4.1. 1298 | 251 (257 
434 | 235 .-| 176 212 
421 | 183 .|-106 {157 
are 80 | 71 2 
196 50 31 | 52 
36 34 | 21 ~ | 28 
75 |) 75 1.78 
18 18. 16 


= 
3 
* 
? 


j 
NV Uy 
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第 = x GE 
5 自 8 月 6 日 
第 二 回 測定 1929 至 8 月 13 日 
: 浮 石 流 鹿 部 方 面 a HON A Ot 
場所 
深き Pp S.1 P20 PS 3.2.) 8.3 S5 P.5 | P. 6 
CR SIC CN RR 218°C 307°C | 270°C |199°C |}...... 
60 T GG ee kee heer) coset 203 ck era Lal aww ate 253 Sepia ae 
50 123, 12132 [127°C 185 270 = | ------ 217 — 56> 150°C 
40 110 (205 104 168 (253 ...... 198 (126 121 
30 85 1200 841152 230 170 94 90 
20 66 190 627 ゴ N123 |190 us 135 71 69 
10 53 167 3 85 = 115 55°C | 87 56 55 
0 34 12 32 35 40 42 40 43 42 
SA, ya. | 28 32 26 30 35 28 33 Shh 36 
測定 期日 86 8.6 8.8 8.8 8.8 87 | LT SS 
Wa tHE AR OL 51 53 53 53 52 56 56 56 
PAT eo Be es eh. ee HK HF ww 
場所 
: 1B) P. 8 P. 9 ‘35.6 P.10 SY Pall 
RE 
GANG eal Pe cep socal mesa BOACE lo) eax: 292°C | 253° 
PRO AL AIP acide cape ec ae eee OGis. wale senses 281 234 
50 190°C | 178°C | 196°C} 347 184°C | 260 198 
40 147 143 161 337 145 245 155 
30 102 110 123 318 109 227 118 
20 70 83 86 265 79 186 81 
10 47 55 54 183 52 123 51 
0 3 35 40 60 39 59 38 
Sh, 7a 30 31 34 34 29 26 27 
測定 期日 812 8.12 8.12 8.12 8.13 8.13 5.13 
mie AR 57 57 57 57 58 58 58 
Am (KO MM & BR mt wm Hh Mw He Re 
場所 i 
z ie ee! S. 4 BL F. 2 Hers F. 4 F. 5 
PRE | 
| ee 
QC: | sestace ool) a beste cle isis siete ee ee 3 
Cs 94.5°C| 25.5°C| 295.5°C| «-- 
50 152°C | 367°C 39°C] 25 E26 26:5 26°C 
40 137 302 39 25 27 28.5 | vee 
30 113 340 38 26 28-5 B05 | ovreee 
20 92 278 837 28 30.5 80 | eee 
10 65 197 3 30 33 OD ebapees 
0 27 60 36 3 38 39 39 
SR 7 | 24 24 34 33 34 35 34 
測定 期日 87 8.7 8.8 8.9 8.9 8.9 8.9 
We AB 3 52 | (68 54 54 54 _ 54 
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: 
第 = 表 GHD 3 
a, 自 11 月 13 日 3 
第 三 回 測定 1929115 174 i 
— : ; =< 2 = = 4 
iF A its Bom Fw a OF ON é 
場所 4 
: Patt: Sab Pe S. 5 P. 5 P. 6 4 
PRS zee § 
| ~ 70cm BOON a eines DSU C5 Oiscsene 76°C 81°C i 
| 60 C61) | vee C195) | eee (67) C73) 3 
50 53 310°C} 161 201°C | 61 3 5 
40 AD C120) 183 (50) (55) < 
30 39 | 205 78 160 41 47 3 
20 Es (58) 109 (30) (35) & 
10 CE ER (40) | esses 22 23 : 
0 12 65 17 43 16 11 
Lae. <2 9 9 12 3 13 10 本 
測定 期日 (Ls 11.13 11-14 11-15 11-15 11-15 ; 
Wet BB 149 149 150 151 151 151 ‘ 
| 浮 石 流 BA A iff a Sp en 5 
| P. 8 S. 8 P Ss Pid. 1 
2 cae path P10 7 1 
70cm LOG SGI Sere s STACY let aquest 88°C - 
60 CO CD RR (78) : 
50 67 380°C 68 245°C 66 
40 C8) aioe C62) | areas (58) 
30 49 295 55 195 5 

20 (87) 268 (42) (38) 

10 DA Oy ashes SEE ee (25) 
| 0 15 75 13 68 12 q 

& 8 12 12 11 12 10 
測定 期日 11-17 11-17 11-16 11-16 11:16 
Wet HH Be Bh Be 153 153 152. 2 152 
自 5 月 28 日 
第 四 回 測定 1930 6434 


浮 石 流 | 赤井 川 方 面 尾 折 内 方 面 | +B Aw 


場所 
ve ie Si 90 P. 5 PE SS ES 


100cm. | ---.-- ICL SIC |e DIO CR OE RR ZIG NR 
| th EE 68 72 Gli pel teem eens で 
50 EL @ NE Re CE 94°C 

40 202° | 54 | 57 49. | 105°C); $90°CH 50 seal Haars 

Br EN tare, RR 119 DS tele se 94 

20 TQ A ceuaecarate P| yeien carats, ceeicstapne'llh tate g.etcalotl ee somata Reece cin Nees 

coe cree 33 |). 36-35) 98... | TINTS 34 95 

0 で 21. | 23.5. EO OTE LCD 29 90 

4 |. 207 |20..1 21 20 21 27 25 25 
測定 期日 5-28 | 5-28 | 5-28 | 529 | 529 | 529 | 5-29 | 5.29 
WBA | 346 | 346] 346| 347 | 347 | 347 | 347 347 
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= 2A hi 砂 Das 西 部 砂 原 HR 部 
; 場所 
= SOs) Tens. P= PAO: | Pita | S.19; RS CS 
100cm. | ---. 19°C 73°C TIO CH s teecaes 
OR Tos woe tes a es 65 62 eter mauwextas 
Epi oe a elisa cteoean he etcete 
Er OI Se 51 dO ER 102°C 
30 NW DO Gal rasa ace DVO sc coee a tenes KON DE poe 
O(a ke 98 
10 51 25 191 29 31 Glas we ieee 
= 0 50 22 191 19 30 74 98 
SR 7 19 19 165 | 16-5 25 15 15 
2 Wz A | 530 | 530 | 530 | 530 | 531 | 5-31 | 531 
噴出 後日 敷 | 348 348 348 348 349 349 349 
浮 石 流 BE (Saas 面 K O Mt sf 
ial Pvt S.1 S P i 
yes 2 3 Bed (Jad bas cae seal ts wil Wi td 
100cm (BIA Cal Modest ae: | Deeaost 80°C | 180°C 100° Gses 2) |e 
70 6 Rk fe 92 Co ati ented eee Se 
eee meee caN recent sso elie he al gir OR erasers eee 
40 AD Vinal ewes 212°C | 54 45 97-5 550°C}... 
a eA hem Ga 552 35°C 
OU Enyce hee anes PAC CAEL OG al Co ee A wetenmeleMaee 
10 18-5 TT ene 23-5 17 41 874 28 
0 1] hao 192 1 10 26 335 22, 
% SK 7a 10 10 9 9 9 19-5 | 19 ite 
測定 期日 | 62 6-2 6-2 6-2 6-2 63 3 | 63 
噴出 後日 散 | 351 | 351 | 351 | 351 | 351 | 352 | 252 | 352 
Ey ue Es 
下 均 i 測 {ii 
YR = 第 一 回 測定 | 第 二 回 測定 | 第 三 回 測定 | HMMS 
LO00em. | eee eee 214 C de 76°C 
WQls* = ele RAR 214 84°C 65 
is fee ee RR 197 V4 5 fh eee 
Te Se ee 169 7 ame eos 
40 351°C 138 55 50 
30 277 106 47 
20 206 79 ON | aeeteemtaistons 
10 135 55 24 29 
0 52 3 13 20 
下 均 " 無 温 24 31 
噴出 後 下 均 日 敷 9 53 11 350 
’ ーー | 8 aan 
BIE Sw MB 6 Bak enti 0 


nA i 
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co) = 園 
Temperature-depth curves measured, time given Giese cD 
400 
“ 
= 3 | 
| 
a 
2 200 fT 
f= 
< 
a 
aes 
tl 
= 
uJ 
= 


2 0-4 0-6 0-8 1-0 
DEPTH IN METERS 
lL 平均 9 日 後 測定 (第 一 回 測定 〕) U. 平均 53 日 後 測定 (第 二 回 測定 う 
TL 7B23151 日 後 測定 SME) IV. 平 均 350 日 後 測定 < 築 四 回 測定 ) 
第 us 園 
Temperaturc-time curves measured, depth given (第 四 午 参照 ) 
400 


300 


TEMPERATURE IN °C 


0 100 200 300 
TIME IN DAYS 


HH BRIC HT SCRAPES BKC CHET ME WENO PRIS 
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何れ の 値 を と る も 差 支 な き 事 勿論 な り 。 筆者 は 未だ こ ヽ に 必要 の 0,0 の 
相 党 正座 な る 値 を 決定 すべ き data "を 得 居 ら ざる 外 , 上 記 の temperature 
scale の shifting % © > (LA SICH BABIS SS PERMML TAL OR 
Do PLES ARMED MOIRA 6 QML IEC 内 外 な 0 
EU SERRE OE LDC AIB MEO — ERO IEF IC IES A) AO PIGR 
WML ZK OEDSS¢, 浮 石 流 の 大 部 分 の FAS Bh > Oop HA 
Clk — MRSC, SLO ZEAE Oar は 恐らく OC (CERIES BO LBA 
ら る ゝ を 以 て , 場合 に より て は temperature scale の shifting RPROAER 
を 直ちに 用 ふる も 大 な る 誤 は な か らむ 。 

KL Obs に 於 て は 得 た る 結果 は 未だ 噴出 後 1 年 以内 の も の に て は あり の , A 


、 つ 比較 的 に 漢 き 部 分 の も の な る も , BH, 六 園 に 見 ら る ゝ 如く 地表 に 近 き も 


OVE iit OEE ts KIS DNA, を 計算 結果 と 敵 比 する 場合 に は , MO 
如き 事 も 参 慮 に 入れ ざさ る ベ べから す 。 

こす ・ に 於 て 次 地 測定 の 成る べく 深き 部 分 の 結果 を 計算 結果 と 疾 婦 する に 
Cal. 1A OPO IRR KT HSS, Cal. UW AHMBBUO HK % 
MEASDEARMA> ZIAR|ERIK 0. の 値 を 求む る 場合 に , —/e HABE 
な る べし 。 元 挫 計算 の 初 に 優 定 せら れ し 諸 條 件 即ち diffusivity hh”, AIT 
OES 1, 浮 石 流 形 成 有 遂 時 の 温度 0。 等 が 客 際 に 測定 し て 得 られ た る 相 党 正 
EOE C, LOPE IC A OR SL SId, 唯一 通り の 計算 に て 助成 作用 
DOBRO S 企 の 熱 俺 導 の み に 依 る HED G B > BES 4, LVS 
み 得 られ ざる 場合 に は , RAED approximation の 結果 を 以 て 漬 足す る 事 
Fe PRE SC CLDGANLS 

AAPA IC BRUURER & 0 (Ts Othe RES IC, 噴出 直後 に 於 て 
は 浮 石 流 の 表面 に 近 き 程 冷却 著しく 急激 に て , RIOD 中 央 部 程 徐々 た る も 
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D2 % &, WEA ORGS EFECMZ LILIA TT BKB PRR ESA, 之 に 反し , 
—HOPUNRRIC AS CILG SANS, PRATT BE AUT: FAME Cid, 初め 替 
(EEK KO URE HO BC AMIS HST max. に 達し , 以後 は 冷却 に 向 へ 
る も の に し て . 特に 注意 すべ き は 淫 石 流 と の 接 往 面 に て , ILI CEA 
流 に 被 drvte SMR 0. /2 OWE L 7s, HRM BRM A OF] COMB 
を 保ち , 或 る 時 期 以 後に 至り て 徐々 に 冷却 を 始 む る 事 を 知る 。 RRC 
於 ける 最高 温度 の 深 さ は 浮 石 流 月 成 直 後に 於 て は 浮 石 流 の 厚 さ の 中 央 な る 
も , IEA ORGHICFEO, 順 炊 下方 に 向 ひ 終 に は 当 石 流 を 外れ て 下部 地層 に 移 
る に 至る こと は 第 一 彫 に 示さ る ・ ゝ 如 し 。 Cal. II に 於 て は 噴出 1 年 後に は , 
ZIAFAR RUT Mie BoE RO, 以後 は 浮 石 流 中 の 最高 温 は 
常に その 最深 部 5m の 溢 さ の 所 な り と いふ 事 と な る 。 
© 淡 に 各回 測定 に 於 ける 成る 々 べく 気温 の 療 化 等 の 影 結 の 少 き 最 深部 の 温度 
BMG INO, 12) 式 に 依り て 0。 の 値 を 求む べし 。 若 し 今 Cal.I の 條 件 
に 依り て 求む る ぁ る とき は , FSGAROS 3S 宣 測 値 を 以 て (即ち 1 回 よめ 2 回 , 
2H KO SM LAM K ROMO BMG 2 CRD RD SLOMMELT Go 
の 値 は 小 と な め , ZSLEVEPAMKS 4 LOKAS|D, Zid MMOM < 
Cal. [OPES OP ORO LTS SBRBT SEO © Hele Call 
OME £ OTRUS & SILKOM< HS 
1 第 一 回 測定 ; 
t=9days, x=0.4m, 9=351°C 
0=0。 C1/2 (1—1}+0.4343 = 0.434 0, 
國 は 浮 石 流 表 面 の 温度 を OC と ょ せ ず し て 下 均 気温 Ost と し て 計算 を 
行 ふ 場合 に は , 85 C=9+9,.2 £79, HOHAEDLDOE OOark 
高温 の も の た る べき に より 
85¥C=0p.r =0.434 (9, —94.73 
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と 置か る べき も の な る も , MMROM ¢ Gav ONVEICIEMER BER 
LCA. OC に 非常 に 近 き も の と 思 は る ヽ ゝ を以て こ ヽ ゝ に は を neglect 
」 し て 梨 出 する 事 と す 。 以 下 も 同様 な め 。 
6. =351/0.434 = 808°C 
1. 第 二 回 測定 ; 
t=53days, x=0.5m T=169C 
0=05 C1/2 (0.9925 — 0.9939’) +0.2821) =0.229 0, 
by oe Oo = 169/0.229 = 738°C 
1. 第 三 回 測定 ; 
~ t=151 days, x=0.5 m, 6=63°C 
= Cl/2 (0.8855 — 0.9463) +0.1348)} = 0.104 4, 
6, =63/0.104 = 606°C 
同上 = 0m 0=8¢C 
6=06, (1/2 C0.8686 — 0.9545) +0.1932) =0.150 6, 
0. =84/0.150 = 560°C 
1. 第 四 回 測定 ; 
t=3850 days, x=0.2m, 6=65°C 
9 =9. (1/2 (0.6778 —0.8116) +0-1259) = 0.059 8. 
6, =65/0.059 =1101°C 
同上 ON AR 
6=06, C1/2 (0.6433—0.8333) +0.1823]=0.087 0 。 
6, =76/0.087 =873°C 
LAE 6 OO) bo の 値 を 生 均 すれ ば T8VC と な る 。 
か くし て 各回 測定 の 温度 換 測 値 よ り 求 め ら れ た る り 0。 Ofte ES SC, 
LH OWOED SAIC SH Cal. II が 寅 際 の 冷却 短 態 に 近 き 計算 結果 
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な り と いふ 事 と な る る も る, 第 四 回 測定 の 0. の 値 等 より 推す と き は Cal. Il は 
交 際 に 於 ける より る も 冷却 が 少し く 速 か 過ぎ る も の ・ ゝ 如く , 怒ら く 1 を 6m 位 
に を き て 算出 し た る 方 更に 冥 際 に 近 き 冷却 短 態 を 示す も の と 思 は る 。 Ba 
781:C な る Oo の 値 は 次 際 よ り 少し く 束 か な る 冷却 結果 を 示す Cal. Il OK 
件 の 下 に 求め られ た る も の に て , 叉 用 ひたる 温度 次 測 値 は 何れ も , RABY 
均 所 温 よ り 高き 時 に 測定 せら れ , その 影響 を 受け 居れ る も の な る 政 , 少し く 
Ht CASO UT, BRO 9。 の 値 は , ZEOMIEDL<S ESOL Ble 
Bo ORLIFBICE LE ABA SRF o 

it 

以上 の 計算 結果 即ち Cal.I 及び Cal ll (CHS TEMS ~<A O BRE 
HE TC HO RHMO HHA TAL ED LORE OSAP OMIM 
OUR NR & KIEFORD 00 RPPARORM FOB MARA te OK 
か に 気温 に 近く 冷却 し , 以後 は 常に 気温 に 極め て 近 き 温度 や と め り 居 れ 0 り と 
いふ 事 よ め (第 四 園 参照 ) 唯 表面 が 常に 下 均 気温 ぬ .』 に 保 た れ 居 る と いふ 
候 定 を 用 ひたる も の な る が な が, BL AKBPAO radiation の 條 件 を も 加 ふ ベ か 
D し は 勿論 な り 。 有 叉 浮 石 流 の 被 へ る 地下 居 も 兎 に 角 相 営 の 深き まで 浮 石 質 
の も の な り と いふ 見 解 の 下 に , ZEROS ZICAUT Abit to 
diffusivity h” の の 値 を 用 ひたる も の な る も と 選 も 全然 同じ h^ に て 差 支 な き 
DAIS FBO RHA Oo KOT BBO BEAR Oe oH 
HEAR NS ¢ , 之 等 の 諸 條 件 を よめ 以上 綿密 に 吟味 且つ [hin L CAVED 
み に 基 つづ つく 冷却 区 態 を 改 算 し , PRET MOPED EIA RBSE RET 8B 
BH b BEETS O 6 

HES DICH OC, AA ARIE te S ECAR ES OL, THLE HUE RAC 
St LRM OR PRS 6 i (1930 4E RS) 
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本 論 交 以外 に 於 て , PERBEIK BZ 5 rhe SRR AH OMBCROIN Lo 
Coin BER 

aE —, 放射 能 物 質 < 硫 物 ・ HSeHER, 34, 68~81, 大 正 11 4p (1922). 

M. Masuda and S, Kézu, The influence of temperature on the path-difference 

and on the schillerization in soda-orthoclase and moonstone. Sci, Rept. Tohoku 

Imp. Uniy., Ser. III, 3 1~10, (1926>. 

M, Masuda and S. K6zu, Studies of the thermal changes and dehydration 

phenomena of some hydrous minerals. 

Sci, Rept. Téhoku Imp. Univ., Ser. III, 3, 33~68, (1926). 

4c FAME —, SF > Hew AEE RIC BUC 
マッ ダ 研 究 時 報 . 3, 241~253, 昭和 3 年 (1928), AAS, 36, 183~ 
192, 昭和 3 年 (1928). 

4a FUME» 本 都 族 カオ リティ イト 結 品 粘土 の 一 例 に 就 て 
ae thE Mem 36, 433~439, 昭和 3 年 (1928). 

fae FAME —) TEE Bis PE] —, Fy RAT 2 HH I< A SHAS, TH ROU AR AE 
HE Ff ERR. a AB, 1, ユー12, 昭和 4 年 (1929). 

fr ME —, EI, 77 ob TAK OME. feb, 2, 148~160, 昭和 4 年 
(1929). 

fe HE —, PER BEA, 胸 ヶ 岳 噴 出 物 の 温度 (第 一 報 う " 同上, 2, 189~138, MAF 
4 年 (1929). 

a HE, 胸 ヶ 策 噴 出 物 の 温度 第 二 報 ). 同上 , 2, 277~281, 昭和 4 46 C1929). 

4a FEE —, 第 四 回 太 下 洋 移 術 盆 議 列 席 族 行 衣 同上 , 2, 81~86, 192~196, 243 ~ 
246, 3, 30~34, 昭和 4 年 で 1929). 

M. Masuda, S, K6zu, and T. Ueda, Changes in axial ratio, in interfacial angle 
and in vohunie of calcite, caused by heating, Sci, Rept. Tohoku Imp. Univ., 
Ser. III. 3, 247~258, (1929). 

AE HIE —, By EMCI OVENS COB. AM NORE-3, LL~ 16, 昭 
fil 5 42 (1930). 

EFA —, TCAD, 高根 勝利 , Blof ERE 7 ye = 9 AE Te, 161~167, 
WAH 5 4A C1930). | 

ERE —, AIRBUS IRR 7 7 YY OTE. RIS Mind 38, 23~ 
262, 昭和 5 年 C1930). 
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AT HME—, HEA PRO Oe © Ie) A BG. AA RE, 6, 262 273, 昭 
All 6 46 C1931). 5 
oe FE, DEE AS, bin > TR A © Yen BE Uae (第 一 報 ) 
ERAS AHR, 15, 85~57, AAA 7 AE C1982). 
SE HIE, Bo EE” VE a HEH). In) _b 57 ~66, 同上 ・ 
ATE —, PRB A. 同上 (第 三 報 … 同上 .6772, 同上 . 
EME —, TE ABRIL, 高根 勝利 , Bt PE ye = YR IE. 
191~196, AB Fl 7 4B C1982). 
M. Masuda, Inversion temperature of the barite group and anhydrite, Proc. 


Imp, Acad., 8, 436~439, (1932). 


粘土 の “吸水 膨 須 (CRT S RATE 
(第 二 報 ) <7) 


Het hm 富 BR BR 


B= 6 BIG RU i ii 
CHt =BAGESND 


8 括 

常 研究 は 前 逃 の 如く , 最 初 丹 那 隊 道 内 粘土 出現 箇所 に 於 いて , 握 進 時 殆ど 
乾燥 短 態 に あり LDXLOBA RIB BSD KD S ISIC AMO TSA i 
LILO, ZePMBS SRA SRRLPITUT Ms RES SB 
に 徴 し , IL —-fEO PraRl LU |e FEW ST SRAM LAD, bidtA At ep 
PRE “ WR ORIGNE” 7 SHR RUT 見 掛 上 容積 を 増大 し , 必 然 的 に 
“WARD” 2A SBROFEPBD LOKOTHS. MUTCD» AiaaHh 
質 の 加水 に 因 Ste 9 FE HER PLAY Hl RE 9 — POT IE BR “OR 
AWM” ORES 2H SD, 専ら HBOS SERB ORET 
HB. WIA LAAGO—T k ORD eH LD, MORE 一 方 に の る み 容 
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MLO A WER, RAL LHS SMAON LES SS DeRL we 
LK ARLOR A KMOR SBR, BRM “ANE” ONKM 1G 
し て , 以 て 宣 際 問題 に 進む べき 階 橋 た らん と 企 て た の て ある 。 

BY), ASR LAD Ze DBL PS (CPE UC aL Be EL, 同型 園 筒 内 に 
Pur TILE IG & © Walk ze Ret bb, 若 し “ RABE” OBR BU 
JES 3 OBML ALAS << MRVAMRMBLUT L, BHR EMIES Ohh 
DIF SN % RISB, 荷重 に 依る 事 と し た の で て ある 。 MUTT Bi 
JR d Ah 8 VARS = RDI PE BRABUE LARA SM < 72D, VHRMOT SEAS 
mi swe LCRA UP RE EME NT So 

E=* WO kIGHE” FAR aid ORHEITE 3 0 “HE” Jo 

C= 供 試 幡 の 党 初 (吸水 前 ) 原 搾 さ れ た る 程度 CC’ = ALTA YS A 

Do 

Q=—- (AO UEREEIK HAS SHIR OBE. 

P= fee Voke LOO» HAM M4577 HD) 

S= PEABELO! RRO KU> 3 JURE /VE BARBI 1 

= 供用 試料 の 種類 (種々 試料 の 特有 性 )。 

其他 QR = [A A ARO ALES, D= 吸 水 前 の 同 厚 さ , d= 吸水 後 載せ る 
LOWS, e=d の D CHT AAR, (WHE ” BLT O), H= hee 
OW (HAL); h= 同 吸水 卒 ; 「e」=“ BokMAED ” Bold IO S SEAS ERR 
記述 中 使用 せる 通り 。 

C1) BECLOME 

K = JIMOR TYREE Ka, S=0-1 mm? AE ZH S Sr, Q=Q2=12.5 
gr, 2R=2R,=27 mm, D=8~24 mm, P=0 な る 一 定 條 件 の 場合 o 
Cm) Eye C1745 kg/cm2 以下 に 於 いて 全く 現れ な い 。 反 つて 容積 城 小 

する 。 


ti 
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(= ERCs 8.73 kg/cm2 以上 C OKA RHI RZ FARES 0 
CE) E th C/:174.52 kg/cm2 YE CRT C OR} HERR ER IER e の 
IF HS. 
Cog) Ete C’174.52 kg/cm2 以上 C の 大 な る 供 試 蟹 に 於 い RE 
す 事 , fo 
( 五 )E は C′=4013.96 kg/cm? Elk BIL AH 6 HA ce の 常に 増加 の 傾向 を 示 
す 。 
AIS AACA ht C OK? 4 Hates L, SK © L4G & RB 
DBR RAS S AR / VBE DESH 
C2) E&O EOE 
go Kt Ky, SS=S C=C, =10n CE = 83.68kg/em?) 2:R=2 Ro =30cem., 
P=0 な る 一 定 條 件 の 場合 。 
CR) EE は Q=6.25gr の 供 試 較 の 方 が Q=12.5 gr OK OHEAS ¢ H 
れる 。 
Ce) Edd Q=12.5 gr の 供 試 和田 の 方 が Q=25gr の 夫 よ り め 其 牽 大 きく 現れ 
bc 
(DE は Q ょ と 然し 其 の 卒 正 訣 な る 逆 比 例 に あら ざる が , ZHIGES MR 
示す 。 i 
但し .Q ORDER THELROT EXO と な ぁ る べく さく, 以上 の 範 園 内 に 
於 いて 殆 ん ど 逆 比例 の 開 係 に し て , BERL UT 更に Q の 大 量 な る 際 
こ 於 ける 開 係 を 察知 せん 事 が 望ま し い 。 此 際 Q と D と は C が 一 定 な る 時 , 
全く 正 比 例 あ な し , QO 6.25: 12.5: 25 gr=1:2:4 AKA PARED Dit 
3: 6:12 mm=1:2:4 Of Re BLES, 
TEMA OQ LOMRS, WEL Q と の 夫 に 醍 似 せる 傾向 を 
BL, IDK SBRAKO MAW 5 HD CRA / VE ORB 
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(3) E&P LOM 

K=Kj, S=8), C=C), Q=Qo, 2R=2Ry, D=D,=6 mm -% 4=# 
條 件 の 場合 。 
CA) E は 供 試 鏡 に 大 な る ぁ る P を 加 ふ る 程 其 卒 或 開 係 に 従 つ て 減少 する 。 
CS) E は 供 試 鏡 に "=1.255 kg/cm? 以上 を 加 ふ 時 , 全く 現 出 し 得 な い 。 
(ドド は P に 抗 せ ら る ゝ 力 [「e」 を 有 し , PP を以て 「e」 OBA ELBA. 

MUTE OR Ais P と 双曲線 CHypabola) を 以 て 表示 さる ・ ゝ 開 係 に あ 
9, ARBOR AEM LTA Tel OMa~A Gt LT SRK eR UR R 
式 に 控 9, 計算 上 より め 再 吟味 する の 便宜 を 得 た 。 

fa lS QRH と P と の 開 係 大路 e と P と の 夫 に 似 て , P の 大 な 
る に 従 つ て 双曲線 的 に 低下 する 。 然 し の 現 出 し 得 ざ る 程 P の 大 な る 時 
も h=0 と は 決し て な ら な い の み な ら す ず , HBDEOKA ERK 4. 従 
つて 吸水 する 供 試 蟹 必ず し も ゃ も“ 膨 有 農 "する と 限ら な い 。【 本 誌 第 八 舌 筑 五 
REY 

(4) EESE PLONE 

K=Kj, C=C1, Q=Q2, 2R=2R2, D=D; FSOARSZH SANT 
BAB (3) と 全く 同じ 一 定 條 件 の 場合 。 
C=) Et 5, =0.2~0.5 mm に て 製作 せる 供 試 蟹 に 於 ける と Si の 場合 と 
HERS. 
C=) Eid Sg=1~2mm (TWEED HAHEI AU OL Se OMSL aH 
AEE o 
(ae) Et P=7kg (P’=0.585 kg/em?) ORE, Si, Su, Ss OBSHRE— 
致す る 事 が ある 。 
Cs) Et bat P’ 以下 の 時 , 同一 P に 於 いて Si, S2, Sg OMNCRABRA 
CHEE 


3 
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C=) E は 上 記 P’ 以上 の 時 , 同一 P に 於 いて Si, S2,83 の 順に 後者 程 其 牽 
大 で ある 。 

CE) Elk Si, 82,83, 夫々 に 於 いて 其 力 「e」 を 異 に し , 後者 程 大 な ぁ P に 抗 
LES> | 

cD) E は 上 記 P' 以下 の 時 , Hee e な る S OMB, J) Te] CIR 
で ある 。 

ATS LIC kaS h (4 SOAK 2% SHR — P OWED UT, E OAS 
e  P £0) S),So,S83 (LHS SBR ER RRO BAHN TS SHRI A 
きる べき に h と PP と の 夫々 は 殆ど 相 下 行 短 態 を 時 する 。【 本 誌 第 八 乱 第 六 
RS], 

(5) ET KS PSOE ; 

S=S;, C=Ci, Q=Qz, 2R -2R;, D=Dg 等 KDARAZHAAANT 
fil 2 HHA 3) LES AUER OME 
CRD E if Ko = 7EMISRILU AGC CAME EO RICA St KL の 場合 と 
HERS 6 
CS) Eid Ks = #RIRR AGLI CRIES ERA A BL Ke の 場合 と 
HERS. 

C=) EE は Koti RU 47 K: の 場合 より 同一 P の 時 常に 其 牽 大 な る 割合 
を 示す 。 

C) EM Ks に 於 ける 方 Ki の 場合 よめ 同 -- POMBCHENLAAME 
を 示す 。 

(合う Ee Ke に 於 びる 方 K: の 場合 よめ 其 力 「e」 MSD TRKTCHS, 

C El Ks CRU SF Ki OBS EOMNTPULS FS. 

C= Elk P=0 の 時 其 牽 大 な る K OAH Te] WICK 4 BAR 
を 認 む 。 


Rs Pith i re 
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FANS SHCA DRKAR h IE Ka OA Ky & OMIT —P の 時 大 に し て , Ko 
WCAHS tM THEK LP LOMMa be: K:PORLERMBWL, 
KARAT FD HOMERS HAV CURSE < PATHE BS A OSB IL 
REN Yo 

(621) BE&CEO EOE 

K=Kj,S=S;, P=0 な る 一 定 條 件 の 場合 。 

C& E Ua PEAS (a) (Q1 =6.25gr., 2 R=27 mm., Cj =1ton (C4 =175. 
52 kg/cm2), D ぅ =6 mm) の 方 , thatie Cb) CQ.=12.5¢r., 2R。=39 mm,, 
Ci=lton (Cu =83.68kg/em?), D2 =6 mm) (PIT SKY b, HA 25% 
KKTHS. 

C=) E eH (c) (Q3 =25 gr, 2Rs =56 mm., Cy =1 ton (C, 40.60 kg 
/cm?), Dg=6mm) の 方 。 i 

上 記 供 試 騨 (Cb) CHU SEO 4, HAR 3.5%KNTHA. 

CH) E id PRE CADCQ1, 2 Ro, Cy (Ch), Di =3 mm) に 於 ける , 叉 上 記 供 
aXGB (b) に 於 ける , PLEREB (e)(Qs, 2 Re, Ci (Ch), Ds=12 mm〕 ERY 
5, KA HAS 44.67; 30.83; 15-75%(2 UT, 各々 の 北約 3:2:1 と な 0, Qi: 
Q2:Qs=1:2:4( 同 時 に Di : Dz: Dg=1:2:4) な る 割合 と 殆ど 逆 比 例 に 
近 き 開 係 を 示す 。 

向 ほ 此 間 吸水 卒 h は Q 少 < く 有 LC' 大 き 供 試 贈 程 厳 すず る 傾向 を 辿 0,e: ご 
開 係 表示 曲線 と ,h: < DK LV LOMA Cu CHARM AIRS Bo TAS 
BS IUAR FS — RSI). 

672 E&CeP ome 

K=Ky, S=S1, Q=Qe, 2R=2R2 な る 一 定 條 件 の 場合 。 

C&) E ia Heaths (b) (前 記 C1 =1 ton (C, =83.68 kg/cm?2), D, =6 mm] 
HAW D &, HERBAL) (Co =2 ton (C2 = 167.36 kg/em2), D=5.3 mm) に 


a 
ce 
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於 ける と , GBM Cg〕) CCs =3 ton (Cg =251.04 kg/cm2), D=5 mm) ir gh 
ける と ,P=0 の 時 , KR IEA 30.83; 33.00; 33.4072 UC, RAKE Sd, 
其 差 は 極め て 僅少 で ある 。 
CS E は 上 記 三 供 試 憎 に 於 いて , P=10 kg (P’ =0.887 kg/cm? ONE, 夫々 
其 放 1.67; 4.53; 5.40% と な り め , 依 然 後者 程 大 に し て , i 8 Mae * Bd SARS 6 
C=) EE は 上 記 三 供 試 超 に 於 いて , 夫々 P の 15; 30; 55 kg CP’ の 1.255; 2.50; 
4.602 kg/cm2) OWE, IUTHBEBE KO, SRR “WIERD” Ve cht Let 
る を 知 0, KE Tel OW 1:12:27 MBO CO1:2:3 の 割合 と 殆 ん ど 
正 比 例 の 開 係 を 示す 。 

向 ほ 吸水 牽 h BRAS P OMWMICGEO TRY L, 後者 程 比較 上 同一 P の 
WENCH KICK cP 開 係 と 相反 す 。【 本 誌 第 泌 巻 第 二 吐 参 照 】。 

673) HEQEP EOMR 

K=K,, S=S), C=C, (Cy =83.68kg/em2), 2R=2R,e な る 一 定 人 件 

の 場合 。 


( 革 ) は Q を (6 ノ 1) の 定 験 に 於 ける と 等 し く 夫 々 供 試 簡 に 6-25 : 12.5 : 25 


(grja1:2:4 ¢¢fo,DO3:6:12(mm)=1:2:4.2%5 T, P=0 OBE 
38 e 0) 44.67 : 30.83: 15.75(%) 58:2: 1b KABMMOM< CHA C67 
LOCA. 
CS) Eld bat = RBC RUT, P=10 kg (P’=0.837 kg/cm?) Ong, LAE 
e の 夫々 0; 1.675-3.25% (2 LT, REO HA we UFES 6 
CH) Ed bal = RICAN T, RA BTEO Pe | PRC L, 0.837; 1.255; 
1.674 kg/cm? 7 AMA OM SILHHHTT SS ¢, REO WE 2:3:4 CMB 
て ,Q の 1:2:4 の 此 に 従 つて 後者 程 張 い 。 

a(S SULA ARAS  LILT POR SUPER C, Q Ow Ss thats & 
夫 に 此 し て 同一 P OW, DIRS < Hero HARB 7 の に 於 ける と 極め 


: 
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THUD SMR BSS. LTE LP と ょ の 開 係 表示 曲線 は 夫々 相 交 叉 す 
Hs, heP LORE AS AB BM S161 78S CASEI IUE BA , 
参照 】。 
結 論 

以上 た 逃 べ 來 れる 範 園 に 於 いて 概念 的 に 結論 せ ば , ASC PRO < EB 
KO BB 72D BE Ia HEE WARE 6 LOS 
C4) READ We aRAHE ” Zo FS Et REO AYE 3 tlh 2 BRIE C 如何 
(BAL, RIO se Q AIH, REFELO PHHRO KW S| S 如何 に 
BAL, SOLAR LO FRAG KK 如何 に 闘 し 或 影 響 あ 受け , JORGE OM - 和 荷重 
PMP FAL, MMOs HOBWRRE MRA OMB TRA 6 

CA) Etres 4 CORB COMME LIA T hid THEATER 
LT, P を 加 へ ず UTA HICH EE C ORME DS IRA ER LS “AAR” 
RRS EHO RREMBS PCRS” “WIRD” Tel CC の 大 な 
9 LARA ARS LO 強大 に 現れ , BORGES YT 正 比 例 闘 係 に ある 。 但し 
C の 極端 に 小 或 は 大 な る 時 必ず し も 然 ら ざる ベ べく, 常に 同 開 係 に あり と 断 
B UMEG. Ti UC RI HERONS HR < MAE G tuts SAH LIEK IS latent 
plasticity を 潜 有 すべ し 」 と 祭 せ られ る 。 | 
Cas) EBT S Q ORLA AILAABO MS ROME CHER 
る 結果 を を以て KROKLOLE 2ZACACT AB Behe t DC 重要 
な る 役割 を な す 。 HI QMFL SHS ERWS BB Bd S HDs, 
Biot ce iacmnneneee 
ICH UT. HELD IL COMES § SHE LU AUS, MONE Q の 多 基 な る 
PRE OMe EILT, QOL: 24K SMR CH 32:1 KS} i 
比例 に 近 き 開 係 を 示す 。 叉 E の 力 「s」 に 於 いて は 粘土 の 量 QOS SHIR 
KAS UT, QD 1:2: 4 OLE ICHRUEK 4 IMO Fe | (kM 2:3:4 O88 OIE 
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比例 に 近 き 開 係 を 星 す る 。 MOHLO “WWE” の . 自 由 に 行 は し め ら 
D> PRL 基 量 の 大 な る BLA LAMB LORNA ROSIE, ZRII 
UALTAMALROKE ABN 2D LS SREB LS. BI 
AE LOK SBS, 押出 し 來 る 量 は 比較 的 暮し か ら ざ る も , 
押出 す 力 の 強 き 」 を 知る 。 

C=) FELOOPRMOKVSISOE CHT SRB, 吸水 中 自由 に 近 き “ 膨 
WE” を 許せ ば S の 小 な る 程 見 掛 上 容積 匂 化 比較 的 大 な る も , ZEA 
ょ と せ ば S の 小 な る 程 容易 で ある 。 Mb CHLOE LCHBOM< LIOt 
BR, ZS HP LAGS &, HMMS DELO EBV S| 

GE) 洛 土 の 種類 の 異 る 事 に 因り , FE (ceHANSKLAAC HELE ABE 
る が , Et P LOMB RMS AIS 6 Rei NIS, 一 直線 を な す 事 後述 
の 如く , P=0 On EAR SRL |<, KVACHS, 即ち 「 同 一 
GME AS CHERAB RG LI“ 吸水 膨 眠 ” Ze Be & BEES L, HOUSES 
土 は 最も 小 , PORE ICAI LC, RATED CHET & ET Ho 
BS SCMLO “BME” は 以上 の 如き 開 係 を 示し , 此 中 余 の 最も 知 
CALMTS “WED” OBS (BU CMIS IC. [ACRE < MEPE S ote 
る 多量 の 乾燥 粘土 に し て , GDS KARE KTBS, 2D “WORN” > 
る と せ ば , 一 般 に 其 見 掛 上 の 容積 匂 化 比較 的 題 医 な ら ざ る も , JE BAR” 
する カカ は 願 る 張 大 な る も の が ある 」 と 言 ひ 得る 。 MUTT ILTHSELS 
條 件 に 於 いて , Het OMMORS FICO CT “WHE” の 割合 に 大 小 あ め 叉 
大 力 に 強 細 あ る 」 や を 認め 得 る 。 

a a 係 ) 震 

EVAEPRORIC AMR LE OHO “WORE” に 必然 的 に 伯 は る カカ 
Fe] DPR 6 AD, HCE P を 載せ て 吸水 せしめ , 其 見 掛 上 の 
8 EBB RE LL IAP OKMRSICHECT “WIR” ORe MHS ox 
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6, 且 或 限度 以上 の P の 加 へ られ た る 時 , 本 々 該 現象 の 現れ 得 ざ る BB 
ARR B= IRO THOS RUT, 試み に 此 場 合 の e と P LOMRe RE 
的 に 究明 し , BATA 2 nid o> CARRIE = GE 2% thE, APEC Rae oh 
ERG LC, WRONG BR SR 42, LEK IL BALAK OD BFS tbe BETAS BC 
ESS elation し 以 て BAR ARRRO TER 2 RATE 4 RBI O CARO OM 
<ThHSo 
MEH LP wx lle e®YIL TRL, P Le LOMMRY x: Y OMNKKBT. 

i DU CHORE tA OMB t PRAT UE, 第 十 五 表 の 如く な る 。 即 
BBE HEN IS, 第 十 六 園 に 示さ る ゝ KEBK— ARR Clog x: logy) を 時 
する を 知る 。 


第 十 KR 
本 客 験 第 三 に 於 け る 供 試体 の 吸水 中 加 へ ちら れつ ヽ ぁ る 科 重 P と , 
“Woke” Ae & OPER WhO ic BA 


i ( 
P'gjem2 X(Pkgsit.osem2) | y (€%) | logx (logP) | log y(log e) 

0 0 30-83 0 1.4889 
0-084 1 18-17 0-1000 1.2593 
0-167 2 10-67 © 03013 | 1.0281 
0-251 3 6:67 0-4771 | 00-8241 
0-418 5 4.67 0-6989 | 0-6693 
0-586 7 2:33 |. 00-8450 | ~ 0.3673 
0-837 10 1-67 1.0000 0.2227 
1.088 13 0-38 1-1139 0-0579 
i e}3)3 15 0 1-1760 0 


備考 alice cee 2B, CLE RARTR P oR 
値 を 以 て せ し が , PEARL CEU Beat kb Bec c 
FELHSPEVUCH SEMEL LUE SIES SHELLED 


HERA HEL ORB SEATS ABR T OTOL SD, 皆 
相似 て 或 直 線 に 表し 得る の で ある 。「 彫 は 深 に 省 路 する 。」 

He ( SERRE IC GEO x: y の 閲 係 表示 曲線 (と を 寅 肉 曲線 と 候 笑 する ) (BH 
き 園 上 に 於 いて , 該 曲 線 は x 及び y の 雨 軸 と 45° に 変り , ORME O x Hh 
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B FAN 
AS ER = 48 EL > BCI BRS BAD HE 3 SH DLE Jog x : log y) 
AEN 1c HC ER ALB Foo HG: vt BARK C28) k VBE SHE 
WIR HE OC ART HR x: ye’) & OBE 
x BMMa (x: Y) 


+ & Sam Ft 3k 
o 計算 値 CZ: す 8) 
Dog 2 (Log P) 
Oleh? RAE Morn ABN LZ 
7 
6 
Ex 5 
i 4 
3 3 
oe 
‘ HN CE 
| 10 
gis ELS ae 
Ba + 8 
14 Le 7a 
a att 
1 ee 5 
bs 4 
— EN 3 
oe | | Ng 2 
re ae 
shes | 0 


0 2 4 6 8 (012 14 16 18 20 22 24 
X (Load P Kasa.cm ) 
1.5 附近 を 通過 す る 他 の 直線 ( 筑 十 六 園 上 Chain line) を 軸 と し て 折り め 返 
せ ば は , 殆 ん ど 全 部 重り 合 ひ , Zeiih tt SEO IB Ke BD SHIA Ute 
Vi DTM RAT ON (HE Gti SUT, 該 曲 線 に 最も 近似 すべ 
SHES AVE TAK 2 FRISKY LB, Ble 結局 次 の 或 双 曲線 表示 方 程 式 を 
蜜 め 得 た の で ある 。 但し 他 に 更に 居 れ た る 式 艇 見 すべ き 可 能 性 な し と 断言 
し 得 ざ る も , 第 十 六 園 に 示す 如く , ABABA (x:y chain curved line) と 極 
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CAE < BLT B HbR ME < Bete SHES BS SVT, を 探る 事 と し た 。 
即ち Cy+8) Cx+a)r Ye CA) 


B= 5 B57 AEBS UC, ZERIT ABC KO n=1 %O MB 


に n=1 と し て (A) KIAKOM SHB te 4 ae IMME t %e LBA. 
(¥+h)(x+a)=7 


dierent as fn echo Mn Se og (B) 
272 BIEL 
End Busta Minter an ede a se ae ce RR BE ee 
y+e= <e (1) 
Zi Aiea x=15; y=0 を 代入 し (1) KAZ HOT, 
ドム a+15 
pec at ia tea cd re oe (2) 
- 15-3 
ZY aa : ーー B= ae Via ois ce abt i (3) 
AZAD HICH WOT X=03 Yeo = 30.83 PIRALT, 
a 15 
3 EE (4) 
pls (KE KEES, 
y RT ae play Yo 
Re wee 15—x 2 15 15 ay x 4 
os See = - nai . = — z= re ++ (5) 
BILZEO ao OfexrKtsaris 
“eae y/y. 15x 


WOT & BU B OI (3) MONE 16) MR KO SEL, SA Pee oR 
れ は ば, 


a= 1.4945 B=2.9499 


此 &;8 KOKAMBHES 4 7 の 値 を (B) HE OSH L, Malis RE 
Riles 
7 = 48.639 


従 つ て (B) KRAMO EU % KOM < Flt LB 4 0 
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Gy) Cah Rabe ea ae ae ee De 
BRIS IE (7) KK O x に 財 す る y の 値 を 算出 すれ ば , 第 十 六 表 中 の y& と な 
り , その RH ik 本 に て 示す 如く , ABH 7 +9==0.525 LSS Z¥ 
VTS H&K CAB LEK, CA, (B) 式 を 満足 し 得 
Bo . 

向 ほ 今 求 め た る a5 Bi 7 の 値 を (B) 式 に 代入 し て , 

Cy+2.95> (x+1.495)=48 639 ee … (3) 
を 作り , ZILPROT XU SD Y OMENS AU, 第 十 六 表 中 の yh と な 
Do 其 残 差 は 4『 に て , BERPY (24539) に て 示す 如く で ある 。 


第 十 六 . 天 
本 泊 験 第 三 に 於 け る 結果 に ょ る , 基 辻 験 億 , 章 び に 開 係 式 
に 於 ける 種々 の 方 法 に ょ る 計 集 値 表 。 


x y Ye A a pyr ee ye 
0 30-83 | 30-330 +0500 29.530 '41.300 | 32.074 |—1.244 
1 18-17 | 17-000 41-170 16.500 +1-670 | 16-625 41.545 
2 10-67 11-290 —0-620 10-920 |—0:250 | 10-704 |—0.034 
3 6-67 8-110 i—1.440 | 7.820 i—1.150 | 7-574 !—0.904 
5 467 4692 —0022 4468 40-202 | 4322 +40.348 
7 2-33 2-882 :—0:552 | - 2-712 |—0.382 |. 2.649 —0-319 
10 167 1.349 40-321 | 1.228 40-442 1-255 (+0-415 
13 ba | 0-448 —0-068 0-354 40-026 | 0.448 |—0.068 
15 Ss 0-030 =o 030 | —0-053 '+.0-053 | 0-075 :—0-075 
| 34 - +9=0-525 | 84 +-9=0:608 | 24N--9=0.55 


備考 xitp,y ie yl 及び は 下 均 法 に 揮 り , vy" は 最小 自 こ 
FE CH) BRAL VEMeS y の 敷 値 , I!, 4T, AO は 夫 
AREER INS o 


RNS YO 7 SAHA T & Hea BR LARS DCA, 
FEC) BREIRO (7) KEOPBELBAKS ROE, 結局 炊 の 
如き 式 を 得る Cha eas). 
Cy+2.576) (x+12.43)=43.064 eerie (28) 


\ 
ve 
f Pape 
I + 
cu ites (eae 
< t+, “3 Bees, 
at, i 


ees Bo AS Be, oc 本 105(89) 


e He (28) K EO X,Y Ot SAY Sid, 第 十 六 表 中 の vy! 2 te o, He 
は 4" FURS LA" 9 を 以 て 示せ る 如く で ある 。 

要 之 ,「 以 上 求め た る 計算 敷 値 に 従 ひ , x:y 開 係 表示 曲線 を 園 上 に 重り け ば 
過 て 皆 近 似 の 形 欺 を 旦 し 。 BED RO Beh A UALR T 補正 し て 得 た る 
曲線 は 定 験 曲線 と 殆ど 全く 合致 し 事 せ る を 認め 得 べ く , 余 の 第 二 報 中 最も 
主眼 と な せる 本 富 肉 第 三 の KEROMG RST OLE O, MULT MAD 
“Woke” (AO CRE LABOR IES 54 t MkII » HS ty 
重 P LOMA AAS bac AR 2D Time LUN“, TE Ith 
BST OURS Pies LIEK) OTHS0 

Bela Ae EB IO, AED 度々 Bh eB 5 tute } ACS 
KBP BEB LEO cB PIE SO LD FRBR CMRI 
BL, BIR ORBLE IS. ( 完 ) 

CHER) SAAR GLA 204 頁 第 九 表 中 最後 に 近 き 「2.238 lid [0.238 | の 議 
Ri SE IUAS  — GEMS 67 頁 中 頃 の 「 夫 々 割 合 は Q の 一 定 に た し て し の 
み 大 な る 場合 ょ より 更に 甚だ し 題 著 で ある 」 は [夫々 …… CC の 
HI UT QOH) tt o> HEC JOM PR AE o Be 
並び に h (£C DK te SHAthoO-pie oc He UBint ol と ある を 


[C 大 な る PRA KEE “IME” Ae (thn L, WK BOTA Z| 
1c Be だ いら 


十勝 國 中 川 郡 豊頃 村 産 ソー ダ 粗 面 岩 
質 岸 石 に 就き て RR) 
mo: HOS OO 


I. i a 
昭和 6 年 6 月 創立 せら れ た る 北海 道 地 質 調査 答 の 一 事業 と し て , 北大 理 
SL Hh Ph BUai tn Bek ee hk, 昨年 来 十勝 下野 一 較 に 叶 り 地質 調査 を 行 ひ 
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來 た れ り 。 BRILS ORG HAM Ze HEEL L, 昭和 6 年 11 A eS eA = 
% Je B— MO MBL, 更に 昭和 7 年 9 RE EO tb, 第 
二 同 の 踏 栓 を 行 ひ た め 。 第 一 回 調査 に 際 し , BEARS, Wb HR 
FARRAR AFB ILIINC AO, BHM VAS THEM YS Ka OM FM 
Fe LMS Oo AE IIK Tb BBS UC, Ze RABE PCRS SAC, 極め 
CHE 2 WARE SEES, OBER (PIMC & OC 生じ た る BEEBE 
PART BEKOBMALDZ?EO o DERG URIS 全く 分 解 し , 原 確 物 の 識別 
困難 に し て , 且 極 め て 稀 に 存在 する に 過ぎ すず 。 党 時 上 弟 集 せる 材料 不足 の た 


Dl aot 2B TF SeESO LE, 筆者 は 上 記 の Wires £0. 


ASE eR OH AO, TOR BALMS ¢ TI 
fh } AGW SRE BE RICIBU 6 Ss BROS 
PRECAST ANT 7 ov 9 aka 7 9 RUDE O HE 
42 WOU L, 昭和 7 年 SAL PAA FFI し , CAMO BRIS 
め た る に , 忠 類 丸山 の 北 北東 約 10 FEO) HUB, Dt HL RBC CY 
Litl- a CP atOM Ss » —- FHA A HOBE? LILO 
AFB 7 ve bY TRC RO 7 ov oY RA CB Ca, 既に ima 
PGS, ASL ROA KO THER FRO, COLES 産地 は 
白頭 山 , 明川 地方 , EY OPEN BS OME IDI 於 ける も の を 除け ば, 
RSI, 肥前 松島 OME, 藤岡 市 際 近 等 に 於 いて 知ら れ た る の み に 止 め , 
東北 日 本 , 北 海道 及 び 千 島 地 方 は 坦 太 下 洋 岩石 三 に 属す る 標 式 的 石 族 アル 
ヵ り 岩石 履 と し て 認め られ 居 た り 。 然 る に 今 北海 道 の 一 部 よめ 純然 た る ア 
LAV BOB 6S HA, BICHABLOAR OT, 岩石 感 の 問題 よ 
SLT & Bich TROD SEDER AN Lo 
Il £ WH Kk 
AST v1) 8 7e EMS Soh) APM A) PSE RO S OBER IRD WE 


iia 


SN 
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開 係 に 就き て は , RABY GOSS 北海 適地 質 調 査 合 報 告 BoA 
Bt L, MI ILMBAS OU AKBO AEE T I LN 

本 岩 は [al HOTT IK BRS BEERS MSA AA NROW BS *& hes 4 Ol UT A 
AO ASME OP ABI A FS [HO flow breccia KO KERE AAO 
FHT SBEO, MGS HPSS RS TT HME BARK OSLLG 
へ 5 ら 5 ら 2 る 。 

TIT. QAR RASA MEE 
岩 は 肉眼 的 に EIR EG) 5E eB) Ee % FA OL, BER t UCI 極め て 
新鮮 な る 長 さ 1~3 mm の 草 微 斜 長石 を 認め 得る の みな り 0。 BALYERA 
(Cie BT. LOBKOM MIA 6 t, HEME DO 小 に し て 
AEDEOYS 1D, 有色 確 物 は 一 般 に 認め 難く , 唯 借 か に 岩石 の 分 解 し , 
BAe BED MICH COA, REMOzF Y > AO FRE Ze ahh Lit 
る に 過ぎ すず o 

72 EE PF LTRS FC DEAS PRR RO TF) Bett LU, 
% OF BE EO A ERR O (ER RS Oo BLEILA ¢ BOR 
IL UT, Ree BL, BAR HTML T DA 3 Ke K < BE 
せり 2。 

Bagea Pei l UCmt 主要 な る BORK ABIEL AL 
に し て , 一 般 に 短 形 , 下行 四 洪 形 及び OMI 2REO. MLM XS 軸 
(aE Ze AUT, BD ms (100) に 下行 な る 薄 片 は , 主として < 軸 の 方 向 に 長 
き 短 形 を 示せ る に 映し ,Y BHC RELA © C001) (CRATE SUIS, 殆 ん 

常に a 軸 の 方 向 に 伸長 せる 千 形 を 示す も の と す 。 LZ HK MTEL DMS 

(010) に 下 行 なる 薄 片 に 於 て は , BI Ak z HO AMIR 3 MIWA 
REO, 上 記 3 種 の 断面 の 示す 輸 沼 より 推 せ ば , AHMAR AIL (010) に 
PAT ISB BARA RO @ 軸 の 方 向 に 伸長 せる 柱状 結 曲 を な し , HEE UT 
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(010), (001), (110) (021), (201) HOMMIC CHS S > MASS LO 
LEAS Bo 本 重 物 は 極め て 新鮮 に し て 分 解 の 痕跡 全く な し 。 BEBIDAS < 
は 不 完 人 本 に し て , PBULE % OPER S BOAT Bb, 稀 に (010 う 及び (001) 
AGT BBR SE DH. これら 2MOVSPA SAA COLO) ic MAAR 
AE ts BU ILIS TIA LI HY 90° の 角 を な し て 相 交 る 。 双 品 は ヵ ル ルス バー 
Peet L, アル バイ ト 式 双 卓 を な す も の は 殆ど な さく, BAOMH PR 
て 一 , 二 を 敷 ふ る に 過ぎ す 。 MUTT rr 4 bh 及び マイ クロ クリ ン 2 種 の 
双 唱 の 結合 し て な れる 特有 な る 格子 短 双 唱 を 示す も の 殆ど な し 。 
Universal stage (2 & O AWE LI SATO LBM AEALAO AM し 。 
“optic plane へ (010) =85°~89° 


a/\x’ in (010) OR 
a/\x’ in (001) =o a6; 
(=) 2V = 36°~4 ポ 


An 普 微 斜 長石 
LARTER 


X23 


A =) YHA 


これ ら の 値 が 何れ も ある 
範 園 に Hite る は , 各 結晶 
DIB IO 差 , 即 も 正 
REDE LEER FL 
ONO KESZEOKRS 
Abe : 
YURI LIE 
bo B= FY BAe 
SUM - UTES OAK 


DY 


ZFVVER AED 
it LCA 
れ ば その 含有 量 少 きも , 


: 
5 


= 
= 
~ 
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BBA PEM BATES BORO, 本 確 物 は 主として 自 形 LT, 
一 園 に 示す が 如く 最大 約 1.5 mm OER ES, FOBT ICH T 
は (100), (010), (110) 等 の 諸 面 に て 園 ま れ た る 八角 形 の 輪 廊 を 示す も の 多 
Lo (110) Il P45 2% OSS PAS L < BEE L, MAAR BAIL 全く 認め 難 
Lo SRE LS, その 開 係 は 次 の 如 し 。 

X = Hie fh 

Y = RRR A, 

Z= wate f& 

alk: X DY DZ 

HBINTE LT, universal stage を 用 ひ て 測定 せる 2V 及 び c と X て と の な 
す 角 は 次 の 如 Lo 

(2V=65+ ょ 1 


CAxX=44 


R= デ ) DIBA ia EA BF 
ARS A Pl ae < PRES 
られ , Mik その — Bh ap ey 
WEE ALRA O 。 
Wel = FY) 2A Ih ok 
REA & O Hoge) DAIS 
£ OkadA TEA 2% 56h tS 
ENDL 5B6 
AMBRE ATE 
物 は 第 二 園 に 示す が ON 
く , 最 大 直筆 0.5 mm に 及 
eae meet び , ZO 内 部 は BRT 


Lo ARAL 
x27 . 造 を 示す 無色 の 物質 に よ 
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) CEE 6 tric SHAR O UR OL CORK Hit 2 ORD 
Canada balsam & 0 4 L ¢ (38, QT OW KOE, 及び その 伸長 方 向 


Do 

ERORDAO NL ADDON ¢ A ¢ BEEZ & OCIS TILMD TR 
難 な る 事 な ぁ べき も , BOBCAT MM ¢ AURORA TS HARB DS 殆ど 常に 八角 
形 を 示し , 且 民 々 その 中 に 包 豪 せら る > BLIRAA ICDS 笑 規 則 和 的 に 排列 する 
事 , 及び その 置換 物質 が ッ — TR LBAGS y BSE 9, CORMEMILA 
HAIL JES AD & MILD, 

ASN BE AMREAE & UCHRM FHS 4 Ol, PIE Ie 
0 CHER, WIFE 5 tuts BBWEBRD Vulsinitic vicoite, Oc BLE Ic 
KO CAM S tuts 6 REBEL MSEO AAA —LRE OAR 0 5 本 
) — 2 LE FA POG RR 2 ALS OUR te bb pete 6 
BNE, KT vg ) 3 Blt BIRD ZALDL AN Us 

目下 本 岩 の 題 微 鏡 的 及び (BLY HED 22 HRMS ch Ze B VIC, 他 日 完成 の 上 
罰 に 詳細 に 報告 する の 機 あ る べく , 交 に は 唯 今 日 迄 に 知ら れ た る 本 岩 の 二 
三 の 性 質 を 和泊 報 す る に 止む 。 

揃 築 する に 際 し 懇 穫 な る 指導 を 賜り た る 鈴木 教授 に 深く 謝意 を 表す 。 

CAC ATR AAD WE BBE Ash ze ) 


1) PHRRARE MAME, 第 27 AB, ,91~104 貢 。 大 正 9 4 BE3C) 5 
2) Wee BWR, HOHE, 2S 大正 14 年 。 
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iF ie BME Sk 


2 F WEES FO Cordierite Or- 
bicular rock の 比重 に 就き て 


BOER ok 五朗 
a 言 


筑波 山地 方 は 古 生 居 の 基盤 と , こ れ を 綱 け る 花 賠 岩 の 大 塊 と よめ 成る 。 峰 
寺山 は 筑波 山 の 東北 方 約 五 粧 を 隔て ゝ 岩 立 する 海抜 379.6 米 の 一 小峰 て , 其 
の 八 合 目 商 に 西光 院 と 笑 す る 山寺 ちり め 。 BCHEL S} Orbiculaz rock は この 
西光 院 を 隔 つ る 約 四 町 の 所 に 班 短 花 章 岩 の 断 岩 中 に 店 出す と 云 ふ 。 IK 
授 に 従 へ ば , この Orbicular rock (LEH AED A RIOMKE ¢ EN UCH 
成せ られ た も の で ある 。 本 測定 に 使用 せる 標本 を 見 る に , 其 の 魔 け る 面 で 
は 粒 区 組織 を 果す る 花 賜 岩 質 中 に RE eB ERD 存在 し て 居 め , こ 
の 球 は 中 心 部 は 遇 色 の 雲母 其 の 外部 は AREO BG EOMSo MEO 
岩石 を 研究 する 場合 に , 比重 は 確 物 の 一 基本 的 特 人 性 で て ある 以上 , RABY 
に も 重要 な る 性 質 で て あつ て , 特に 本 Orbiculra rock の 成因 的 研究 に は 鉄 く 
べから ざる 性 質 て ある 。 即ち 此 の Orbicular rock (LICR Te B TEA AE IC 
河 板 岩 の 化 幌 成分 と 相 ま つ て , 其 の 比重 の 比較 は 最も 要 用 な る ぁ る も の で ある 。 
HO HR AC WARS & O MARE SEG ROKDECA A OH RUE 2 1F 
Ati eS CARRRALOTH So 此 等 筑 験 に 詩 し て は 未だ 初心 の 者 
て, 充分 精密 な る 結果 を 得 た と は 言 ひ 得 ぬ が , HGRA LORLOME 
内 で 一 致し て 居る 太 此 の 程度 に 於 は 正しい 事 と 思ふ 


er 
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He 方 法 

Hydrostatic balance #/POK, 測定 に 使用 せる 第 一 種 の 標本 は Matrix 
と Ball と の 集合 即 も Orbicular rock で あつ て , HD No. エ [は 大 いる 30x 
28.5x8.5 cm OR EG BRO 2 Oc, No. Il は 大 いさ 24.5x21 x 9.55 
cm OHTOLOTHS, KWS, HI OKKS BME LH BNHET HO 
た か , BAA Hill SRC HG O rE PLS UC PER UT 6 

MORAL AE EO Ball OAIRO 出し た も の で 5 個 に 就き 同様 
の 方 法 で て 測定 し た 。 此 の 場合 は 細い 釣 続 で 吊 し ビ ー ヵ 一 中 に て 衝 量 し た 。 
第 cs & 


Specimen No, I. 
m u u/ | d 
= 1-798kg| 6-820kg | 4.325kg| 2-7251 at 23-5 °C 
gi? | 6800 | 6820 | 4325 | 2720 at 4 °C 
= 6800 | 6820 | 4.395 
oe 
iE | mean | 6799 | 6820 | 4995 | 
J 
= 6800 6820 | 4325 | 2.7255 at 20 °C 
a 
2 6-800 | 6-820 | 4325 2720 at 4 °C 
ye 6800 | 6820 | 4325 
os | 
BE | mean |6800 | 6820 |4325 
Specimen No. II. 
a 9.505kg | 9-530kg| 6-047 2:7282 at 24 °C 
=] 
8 9.500 |9530 |6045 2.721 at 4 °C 
5 9-500 | 9:50 - | 6,045 
ree | 
ご 8 mean |9.502 | 9-550 | 6.046 | 
- 9.500 | 9-530 | 6044 | 2.7252 at 20°C 
2 9500 | 9-530 | 6.044 2-720 at 4 °C 
o 5 9-500 | 9-530 | 6-044 
Sa 
PE | mean | 9.500 | 9.530 | 6.044 


- wie x 論 ROM mm 4 113¢47) 


測 = O tt RB 
Orbicular rock の 標本 No. I, No. H, の Hydrostatic balance に 依る 比重 
MEO RIL E—-KROMHO CHS. MOMMA SPEC Tit 5 RY Fa 
PWN LS O し を 以 て , BAOBRILHT SED ROBIE, SERA 
括 れ る 銅 線 等 に 開 す る 補正 は 省略 し た 。 AI KKICMOTHOK. 
a 
VE 


上 式 に 於 て m: 奉 気 中 に 於 ける 標本 の 重 さ 。 


第 = 表 


No. of Specimen| dat 24.4°C| dat 4°C 

を 259.30 | 168-10 2.7536 2.746 
259.30 | 165.20 
No. I 259-30 | 165-10 
mean 259-30 165-13 

| 126-60 81-45 2.8052 2.797 

126-60 81-45 | 

No. II 126-60 91-50 
mean | 126-90 91-47 

118-15 75-30 2.7573 2.750 
118-15 75.30 
No 118.15 75-30 
mean 118-15 75 30 

402:85 | 251-30 2.7476 2.740 
402-85 | 256-20 
No. IV 402-85 | 256-20 


meds 402-85 256-23 


193-90 123-40 2.7547 2.747 
193.90 123.30 : 
No. V 193-90 123-35 


mean 193-90 123-35 
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u: ASANO BARRO STRO B S © 
: 水中 に 於 ける 標本 及び 銅 線 の 重 さ 。 
d: 温度 に 於 ける 標本 の 比重 。 

第 一 表 の 結果 Orbicular rock の 4°C に 於 け る 上 比重, 2720 な る 値 を 得 た 0 

第 二 種 の 標本 , 5 個 の Ball の 比重 測定 の 結果 は 第 二 表 に 示せ り の 。 此 の 測 
定 は 各 Ball % air bath に て 乾燥 せしめ ゅ 吸着 水 を 除き た る 後 m を 測定 し , 
m′ あ 測定 する 前 各 Ball ビー ヵ 一 中 に て 煮沸 し 内 部 の 気泡 を 追 ひび 出せ の 。 
ILO Bid KARL 0.1 瓦 迄 は 正座 に 謀る 得 た が GRO BS, 其他 前 の 場合 
と 同様 な 補正 は 省 路 し た 。 第 二 表 に 見 る 如く Ball No. I の 比重 の 特別 に 
Kis Blk, Ht し て Ball OWL MI REROROZ SKS _ 5 個 の 比重 
7e TY L Ball D 4’C に 於 ける 比重 と し て ; 2-756 75 DIET 0 

RFE OTHE EK OME LEME INT © 

Ball 及び Matrix 0 &, MB OMA IA & eHMAULZ & Y Orbicular 
rock の 比重 は 計算 に 依り 求 る 得る 。 Bb D= +m 

上 の 式 に 於 て x+y=100, x, y は Ball 及び Matrix OAR FA, Db 及 
び Dm は Ball び 及 Matrix の 比重 ,P は Orbicular rock の 比重 な め 。 此 の 
Be Ball の 比重 は 測定 よめ 得 た 値 2.756 を 用 ひ , Matrix の 比重 は 視 津 教授 測 
定 の 値 2.695 を 用 ひ た 。 Ball 及び Matrix OAM DARD Blo FAO 


~ 


u 


二 方 法 を 有用 Tes 
@) Bx MICRO S Ball と Matix Of MADAL AICARON 
BDREM SHE 


Cb) Rosiwal の 方 法 
(a), (1) A. Delesse の 方 法 


第 一 種 の 標本 No LOM RRM Bi (CHO Ball 及び Matrix の 境界 


1) A. Delesse,  Prycédé mechanique pur déterminer 1a composition de roche ” 
Comptes, Rendus XXV (1847) 544~45. 


#151 em hk OR Om 


を 記し , この 上 を section tracing paper C3 Ly 2 72S TAC O つけ 境界 線 
HOO) © Hx Ball 及び Matrix を 悦び 分 けた 。 貼り 付け た 紙 を 洗 び 取り 0, 
Ball 及び Matrix (ho 4 SA Hl A CPR Lt. TOR Re TRE BO 
EFMSBROWIAMMOW ER So WS LCC MRO FTA AIK 
Ball (Lt JB BMO HS. 
Matrix に 圭 す る 印 書 紙 の 重 さ 。 
BARAT EL し た 。 測定 の 結果 は 次 の 如 Lo 
Ball (Et SHAOBS + 3.6301 gr 
Matrix (C¥hd 4 HA(AOB S : 1.2740 
Ball 及び Matrix の 容積 百分率 は , Ball: Matrix=74:;26 in vol % 
(19, DOBEIE AU 1: Bik DE EAE FR e ts 6 CBGE L, 
Eo = 5 
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Measurement. of area of Ball | =i Measurement of area of 
No. of in cm (No. of Ball in cm 
Ball 1 st 2 nd BS 2 

measur. | measur.| measur. e | | measur, measur. measur. | pee | 

2.3 2.3 22. 2:3 | 15 7.2 7.0 TISESTT 
2 7:3 7-4 CE ES 3.3 | 3-4 3.4 34 | 

3 9-0 9-2 9:0. | 9-1 17, 16 | 2-0 1-8 1-8 

4 4-0 4-0 41 4.0 187 | 9.2 9-0 91 9-1 
5 9.1 5-2 5-1 5-1 19 Ea 7-6 7-6 7-6 | 
6 7-1 7-0 7-0 70 | 20 12-3 12-5 12-5 12-4 | 

Le 8-0 7-8 79 | 7-9 21 2-1 | 2.4 2:3 2:3 

8 15-0 15-1 LONE | 22 5-9 | 5-7 5:8 5-8 

9 2-4 2:2 22 2) 23 23 3.6 0.6 0.6 0.6 

i 10 13.1 13-2 13-1 / 13-1 24 35 3.5 3.5 3.5 
IgE 9-0 9.0 9:0 9-0 2 | 143 | 1438 14.4 14:3 
12 8:7 8-8 8:7 fDi lle” Shel foe 4 os 8 2:8 2-8 | 
es 4.0 4-3 4-1, 4-1. rth 0-4 0-4 0-4 0-4 

é ‘ 1 | Ae iS ay: 

14 4:9 48 48 | 4-8 Total area of Ball |170.9 

| measurement of total area in cm2 

HS een: | 3rd. | mesh 

RRS SUL ss ASA SUN oe EAS oy eee ee 

Total area of Ball and matrix 234-4 | 234-5 | 235.0 | 234.6 

; Total area of matrix 63-7 
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を 直接 Ball 及び Matrix の 境界 線 に 洪 び 切り 取り , Ball 及び Matrix (2 4}> 
DtBoy 72K AGO DU BWA RR LK OC ORFRILKOM Uc 
Ball 及び Matriz OA Fea Ald Ball: Matrix=72:28 in vol.% 
(a), (2) Albert Johansen の Planimeter Method に 依る 方 法 (1) の 
合 の 場 く Ball £ Matrix ORF AR sl Ufc BIO) |. Section tracing 
paper で 辿り , こ の 上 で て 各々 の Ball 及び 全 表 面 量 を plauimeter CMO ZK 
9 Ball 及び Matrix の 面積 百分率 得 , 22 EM ORE TAR L Ute It 
の 結果 は 第 三 表 に 示せ り 。 Ball 及び Matrix の 容積 百 分 窪 は Bal :matrix 
=73:27 in vol%. 

(a), (3) planimeter/d ARR ORRZE KK Bi, Ze BESAAE F に , section traci g 
paper 上 に 於 ける 各 Ball WIL AWO Rife BRA Ball 及び Matrix の 
WSFA DAE BT (SIO AEE MC lt dH BD Ball 及び Matrix の 面積 百 分 
AGED TUABET D Ae Sik & TERED ILS B LOT HB o 此 の 結果 は 第 四 表 に 
a 

Ball 及び Matrix の 容積 百 分 座 は Ball: Matrix=72.8: 27.2% in vol. %. 

(b) Rosiwall の 方 法 _ 

此 の 方 法 は linear method と し て 古く か ら 確 物 の 各 成 分 の 用 決 定 上 重要 
SITET H BD, 272 SSB GH) し て 見 た 。(a) の 場合 の C1)C2)C3 う の 如く 
8 i 7e 8 Lie section tracing paper 上 に 一 定 の 間隔 距 訪 を 置い て 水 下 並 に 
事 自 な る 線 を 引き 之 と Ball 及び Matrix と ORRAMAOKR dS VIKA, 夫々 
別々 に 弧 和 を 取り ZY Ball と Matrix の 容積 百 分 卒 を 出し た 。 此 の 結果 
は 第 五 表 に 示 し た 。 

Cl) 水 相 方 向 よ ひめ 得 た Ball と Matrix es は , Ball Matrix=70.6 : 


1) Albert Johansen “ A Planimeter Method for the Determination of the Com- 


position of Rocks,” Journ. Geol. 27, 1919, p. 276~285. 


ts Bop os mt Aes 
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表 


Reading of area of Ball | No. of | Reading of area of 
Ball in mm2 Ball Ball in mm2 
tes 251 15 717 
reg 808 16 So 
Silt 1014 7 193 
= 4 466 18 888 
5 525 19 790 
6 716 20 1269 
Zh 806 at 248 
8 1652 22 601 
a 245 eS 45 
10 1325 (pear: 375 
ql 963 25 14338 
12 855 26 287 
13 427 2 8 
14 500 = Sens § ; : ee 
total area of Ball 176422 
| 
Reading of total area in mm2 
Total area of Ball and matrix 24461 
Total area of matrix 6819 


29.4% in vol%. 
(2) 重 直 方 向 よ め 得 た Ball と Matrix の 百分率 は , Ball Matrix=73.8: 
6.2 in vol, %. 
AE TT & OT BIDS & Ball Materix=72.2 : 97.8 
in vol, %. 
VE (a) 0b) TE = Ke 0 FR Te A Ball 及び Matrix 0) ARE PAR 4 用 ひ て 
ateevt 4 Orbicular rock #780) No. I の 比重 は 


@> (1) Ball: Matrix =74 : 26 in vol9% 7 He 
(1) Ball: Matrix=72 : 28 in vol% 7 HE 

(2) Ball: Matrix=73 : 27 in vol% 7 HE 

(3) Ball: Matrix=72-8:27-2 in vole 7 He 
Cb)C1) 2k 4 FF ft] Ball: matrix =76-6 : 29-4 in vol¢ 7 We 
(2) 5 (Fy (ty Ball: matrix= 73-8 : 262in vol% 7 Hy 


aI 
cS 
る 


l 


rise 
ED RO NE TO Db TS 


1) Ball Matrix DVol% を Weight % (CHR F Arf Ball: Matrix=73 4: 26-6 in wt2¢ 
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第 五 表 
(1) Horizontal intercepts, 
| 7 a 
No. of | ep | Inerivents | No. oe Th | Intercepts 
line of Ball of matrix A line of Ball ee of matrix 
1 6 3 20 0388 
2 of ily al 114 16 
3 71. 16 22 109 21 
4 87 47 3 108 3 
5 80 48 24 95 39 
6 61 69 25 95 3 
7 92 46 26 108 26 
8 79 7 2 3 6 
9 73 56 28 129 6 
19 91 37 29 109 26 
jut 121 6 30 74 62 
12 128 1 31 62 72 
3 nts 15 3 75 50 
14 87 43 33 64 41 
15 85 45 34 70 31 
16 95 46 30 56 28 
17 115 17 36 37 39 
18 120 11 37 28 21 
19 107 22 38 23 7 
Total 2801 1162 
(9) Vertical intercepts 
No. of | Intercepts Intercepts | No. of Intercepts Intercepts 
| line of Ball of matrix line of Ball of matrix 
| 
| 1 58 3s 10 147 25 
2 94 3s 16 137 93 
3 122 28 17 102 74 
4 13 21 18 116 58 
5 U1 3 19 106 65 
6 127 28 20 124 47 
7 125 42 21 138 38 
8 122 42 22 136 35 
9 117 45 23 119 51 
10 101 62 24 108 63 
IL 106 60 25 118 53 
12 143 26 26 116 5d 
3 153 V7 27 107 20 
14 155 | 15 28 12 2 
| Total 3250 1151 
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@) Ball: matrix= 72-2 :27-8in voleg 7A: D=2-739 
Ca), (b) 7B Ball : 5 oo 2-6:274in vol% D=2-739 


な り 。 計算 に 依り 得 た る Orbicular rock O Jt (dk 2PYy 22.74 と な れ め 4 
ANE MATES (= hydrostatic balance (242. Orbicular rock の 比重 
は 2.72 に し て , SWE 2 OTTER O GIES 4 WO Pg Ik 2.74 te 0; 
WO ete LAPSE OAS ELSES O AAAS PAR eR BBE BR 
定 の 大 な る に 依る 。 (2), Cb) 何れ の 方 法 も 標本 は 均質 な る も の と し , 表面 
に 於 ける Ball 及び Matrix の 面 柄 百 分 誰 は 標本 の 何 の 厚 さき に 於 て も 同一 な 
© die LCR TAR 4 BRA TA LE UL OCHS, COREL 
NOY SY OE DEAE ALTRI TLL HSC tii FD HE NEIL HO BRIYTIE LUD TC dy & 
本 和 貸 験 に 使用 せる 如き 大 な る 岩石 に 適用 せる 場合 に 於 て は , 如何 な ぁ 程度 
OD TERE 3 22 SES L4G B-PILA TE FE DAE UL CUBE MES HARI HET 
Orbicular rock 0) TERE 75K TFS HL 思ふ が , COME IE, GD, CD) otk 
ARNO TERE S OMB & JI LIBUE 72 FFAS U4 6 SR e 6 MOFE HSC es 
Hh Sxo 

摘 築 する に 秒 り , AAMAS MEF Bett: 前 津 教 授 に 深く 感謝 す 
A ESE, BBM 6 arte MoU Ss, AA IE ROSE BS RO OKRA 
THbo 
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SRRHS 

SCRA T NL WEIC RAG Bas HK 
DL AEIS BARS VG BS EEA HEF 
WI LMU OLE L LC Hadid S 
と こと と せり 。 み その MAL, HIS Bow 
AN FFL, HOPS SRA & Ph Sb, HAE 
PURO BALE SL, TAS, BAS WS @ FRC 
を 始め , PRIS SPAS ARS BHI ARSC 
0) ail RGIS AW L, AG ALI: > 御 
WE EDF Oo 評論 を も , 組 置 の まい 
PEVZESSICHNV, CLK ZHLbEOMR 
IRIE iJ C HIKE Bt 

ADH BEIC FE VC OKRA RBA 
Bate Sia U CHK LUG 31d, Hi 
HT ORS 不快 と する MIC LT, し か る も 
同時 に 時 涙 更 に 新 な る を BZA, PR SIC 
ARE EMCEE ZI KOC, ME 
LCRRMIEEA LEB ZK RSKAD 
IAB HIRT SIC, 適切 な る 企 の 一 な ら 
wore! 

AS iti SOLES HET DBA @ ith it ABSE 
BAD He > BBL BALA B HEB BIC Vb 


CROEMA PFC LoOcCW Dt SRY. 


C, Te) BRIS ST FIC ARO PMI 
SOSTELUVG MAG LIBS IC Ee 
以 て で せら ちら れ な ば , 本 研究 を 始め 更に 多く 
OLA > FBC BA LC, 理論 と eRe 
ESE AT, FAD 最も 難し と する 方面 


4H 


に , 得意 の WERT DEBE? Me 


る に , 今 と の —hie BOGE flirt L 
て 編 整 せ ざ る べから ざる に 至る 。 PiHET 
DREW BLS ZS ICHPA XS BAW o 
BASEN © SCRE IS HEME FFX OIC 
BH DALE BBA Ii MO REET IS 
WUCZLERS SCL LR ZEWCHH 
BA Ogee CSE 
BALAABORE 新聞 紙 の 報 ず る 所 
ca, 昨年 AA RSE ROMA 
WE BARLO HATES EO, 航海 二 ヶ 月 
$8 ENREIC ISA Le 2 Re A 
AG Nee tale Mem MRE Suet bees 
BOUL Be VS 

FIT BALE, FA GI (LAA © BEE H 2 
名 あり , 1)3 8 APR 4 BRED Stic FF 
HOTHAZKS BES, RCKBL 
WED 72 IC, RUDRA WEEE L Ze V, 降 
Ainge BRE Biya =, Hes Ch TAL 
ICSED DER D WKS V, WHO 氷山 を 
WCHL 凸 げ た る も ;} 辛うじて 生命 を 
完 026 

Ac 42725 AE; Shummukotan は 一 名 
Anais ee; CKharinkotan) 2 #RL, 
TRE ks Bed © EB Te PEG IS His SZ OH 
ぐ 南 に あり , Wa] Ck ET OD TLIC 
lL YUC fi ~ SB RBA © PRI HOC, 
WI 1212.6 m (C3¥F SPIKE BY 
て , PRIME BES LOOM Lo 

AIC RUSE BARC kis, 津波 は Be ¢ 
MLM PRG b Woc, % Beeps ic 
BIN V Lo GEES 


he 4 a OE hh WR OK w= E 
‘ie oe ae 
2k 玉津 W it 
SSRGe PK BH 純一 坪井 誠 太 耶 
ERRBEH 吉木 LP BHEE 高根 勝利 
BEE sewer 
本 人 “a (E ak) 
伊木 SR AR BE DI Rie ASEM KM — 
wi RE Sh 信 泰 加藤 KK CAR 。 佐々 木 敏 綱 
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野田 勢 次 耶 HK 武 。 保科 
松原 厚着 株 調 一 


i seeenminte es (/ it). 
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EM Wee 河野 ASO 園 有 
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